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各
地
で
「
心
の
講
座
」
開
催
 ・・・・・・ 

2
面

海
外
で
活
躍
す
る
校
友
・Who's who

・
龍
Ｒ
ｏ
ｎ
小
町

 ・・
３
面

歴
史
実
証
⑩
・
経
営
者
登
場
・
結
婚
お
め
で
と
う

 ・・
４
面

校
友
か
ら
の
た
よ
り
・
校
友
最
前
線
 ・・
５
面

各
学
部
同
窓
会
「
校
友
の
日
」・
決
算
表
 ・・
６
面

地
域
支
部
・
職
域
支
部
・
サ
ー
ク
ル
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会

 ・・
7
面

仏
教
に
学
ぶ
・
校
友
の
お
店
 
・・・・
８
面

※
題
字
＝
星
野
元
豊
・
第
９
代
学
長

　「
学
林
」
と
呼
ば
れ
て
い
た

龍
谷
大
学
の
「
大
学
林
同
窓

会
」
が
１
８
９
９
年
（
明
治

32
年
）
11
月
11
日
、
大
宮
本

館
講
堂
で
設
立
さ
れ
た
。
そ

し
て
昨
年
に
115
周
年
を
迎
え

た
こ
と
か
ら
、「
龍
谷
大
学
響

都
ホ
ー
ル
校
友
会
館
」（
Ｊ
Ｒ

京
都
駅
前
）
が
誕
生
し
、
こ

の
ホ
ー
ル
を
会
場
に
115
周
年

記
念
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て

「
心
の
講
座
」（
主
催
＝
龍
谷

大
学
校
友
会
・
校
友
会
京
都

市
支
部
　
共
催
＝
読
売
新
聞

社
大
阪
本
社
　
後
援=

龍
谷

大
学 

他
）
が
昨
年
か
ら
シ
リ

ー
ズ
で
開
催
さ
れ
、
今
秋
10

月
で
第
12
回
（
京
都
開
催
）

を
迎
え
る
。

　
こ
う
し
た一連
の
事
業
で
も

っ
と
も
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
、

２
０
１
６
年
３
月
６
日
（
日
）

に
大
阪
市
内
で
開
か
れ
る
。

京
都
で
は
な
く
、
大
阪
を
会

場
と
し
た
の
は
、
卒
業
生
約

17
万
人
の
う
ち
最
多
の
３
万
人

を
こ
え
る
校
友
が
在
住
す
る
こ

と
に
よ
る
。

　
当
日
、「
北
御
堂
」
と
呼
ば

れ
る
本
願
寺
津
村
別
院
（
大

阪
市
中
央
区
本
町
）
の
本
堂

で
14
時
か
ら
「
115
周
年
記
念

法
要
」
が
勤
め
ら
れ
る
。
混

声
合
唱
団
ラ
ポ
ー
ル
に
よ
る
音

楽
法
要
で
あ
る
。

　一方
、
大
阪
市
北
区
梅
田
２

丁
目
の
「
ザ
・
リ
ッツ
・
カ
ー
ル

ト
ン
大
阪
」
を
会
場
に
、
同

時
並
行
し
て
記
念
事
業
が
行

わ
れ
る
。
15
時
か
ら
は
昨
年

発
足
し
た
女
子
会
「
龍ロ

ン
ロ
ン

Ｒｏｎ

小
町
」に
よ
る
イ
ベン
ト
と
「
若

手
の
会
」（
仮
称
）
と
題
し
た
20

〜
40
代
の
卒
業
生
を
対
象
と

し
た
イ
ベン
ト
。
こ
の
ふ
た
つ
に

続
い
て
同
ホ
テ
ル
で
は
17
時
か
ら

「
龍
谷
賞
贈
呈
式
」
が
行
わ

れ
、
続
い
て
校
友
会
設
立
115
周

年
記
念
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
へ
と

移
る
。

　
一
連
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参

加
費
は
、
大
半
を
校
友
会
が

負
担
す
る
た
め
、
記
念
法
要

（
定
員
350
名
）、
大
谷
光
淳
ご

門
主
に
よ
る「
心
の
講
座
」（
定

員
350
名
）は
無
料
。「
龍
Ｒｏｎ

小
町
」（
定
員
100
名
）
で
は
デ

ザ
ー
ト
ブ
ッ
フ
ェ
、「
若
手
の

　全国校友大会 in 大阪
 　　於：本願寺津村別院/ザ・リッツ・カールトン大阪

 龍谷大学卒業生パワー全開! 参加しよう!

校友会設立115周年記念事業
龍谷大学「心の講座」
2015年度 第６・７回講座

会
」（
仮
称
）（
定
員
200
名
＝
軽

食
ブッフェ）
は
卒
業
生
と
学
生

の
共
演
や
ゲ
ー
ム
（
賞
品
付
）

な
ど
の
企
画
が
、
ま
た
、「
祝

賀
パ
ー
テ
ィ
ー
」（
定
員
700
名

＝
ブ
ッ
フェ）
の
い
ず
れ
も
一人

千
円
の
会
費
と
な
る
。
祝
賀
パ

政
策
学
部
同
窓
会 

誕
生

ー
テ
ィ
ー
で
は
Ｍ

Ｂ
Ｓ
毎
日
放
送

で
活
躍
の
福
島

暢の
ぶ

啓ひ
ろ

ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
（
11
年
文

院
了
）
が
司
会

進
行
の
予
定
で
、

東
儀
秀
樹
さ
ん

の
演
奏
会
か
ら
始
ま
る
。

※
各
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
申
し

込
み
や
詳
細
は
、
校
友
会
報

に
同
封
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

龍
谷
大
学
校
友
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

来
春
3
月
6
日（
日
）

大
阪
で
校
友
会
115
周
年
記
念
事
業

心の講座のご講師は　大谷光淳ご門主

司
会
は
Ｍ
Ｂ
Ｓ
の
「
ち
ち
ん
ぷ
い
ぷ

い
」
な
ど
で
お
な
じ
み
の

福
島 

暢
啓
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

（
龍
谷
大
学 

大
学
院
文
学
研
究
科
修

士
課
程
日
本
語
日
本
文
学
専
攻
修

了
）
※
都
合
に
よ
り
変
更
と
な
る
場

合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
83
年
経
済
学
部
卒
の
声
優

の
畑
中
ふ
う
さ
ん
に
よ
る
、
そ

の
名
も
「
龍
り
ゅ
う

友ゆ
う
Ｔｕ
ｂｅ
」
が

10
月
９
日
よ
り
、
毎
週
金
曜

日
に
動
画
配
信
さ
れ
る
予
定
。

　
制
作
に
あ
た
っ
て
の
、
畑
中

ふ
う
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
。

　「
校
友
会
っ
て
何
し
て
る

ん
？
」「
OB
会
に
も
参
加
せ
ん

よ
う
な
っ
た
な
あ
」「
そ
う
い

や
龍
大
って
今
ど
な
い
な
って
ん

の
ん
？
」
…
こ
ん
な
ち
ょっ
と

し
た
思
い
が
動
画
配
信
を
提

案
し
た
動
機
と
い
え
ま
し
ょ
う

か
。
さ
ら
に
動
画
が
き
っ
か
け

と
な
り
、
卒
業
生
の
「
繋
が

り
」
に
役
立
て
る
な
ら
と
思
い

ま
し
た
。
情
報
が
溢
れ
る
時

代
、
ど
う
届
け
て
い
く
か
も
問

わ
れ
ま
す
。
情
報
が
届
け
ば
、

母
校
や
校
友
会
と
の
距
離
感

も
近
く
な
る
で
し
ょ
う
。
そ

れ
が
ま
た
次
へ
と
繋
が
っ
て
い

く
力
の
ひ
と
つ
に
な
る
と
思
い

ま
す
。龍
谷
大
学
の
卒
業
生
の

「
元
気
」
が
現
役
生
の
「
元

祝賀パーティーに出演の
雅楽演奏家 東儀秀樹氏

京都から「心の発信を」と、昨年度に引き続
き7回シリーズで開催している。
主催：龍谷大学校友会、校友会京都市支部
共催：読売新聞大阪本社、後援：龍谷大学、
龍谷大学付属平安高 等学校・中学校、
龍谷大学親和会、学校法人京都女子学園

10月・11月の講座 
●第６回（10 月 24 日）
三好芫

げん

山
ざ ん

氏（清芫社社主・都山流尺八演奏家）
門川大作氏（京都市長）
●第７回（11月 28 日）
入澤崇氏（龍谷大学文学部長）
橘正信師（浄土真宗本願寺派元総長）
いずれも 12：00 開場、13：00 開講

特別講座
11 月 13 日（金）
水口一夫氏（松竹演出家）
片岡愛之助丈（歌舞伎役者）
9：30 開場、10：00 開講

※いずれも無料。先着 350 名
場所は龍谷大学響都ホール校友会館
お申し込みは
FAX06-6260-4359「2015 年度龍谷大
学『心の講座』受付係」もしくは校友
会HP「心の講座」より

　
臨
時
総
会
で
は
、役
員
と
、

14
、15
年
度
の
主
な
事
業（
同

政策学部同窓会の情報は
HPまたは facebookで

ご確認ください。
 

◆政策学部HP 
http://www.ryusei-al.jp/ 
◆政策学部 facebook

https://www.facebook.com/ryusei.ai

　
２
０
１
５
年
３
月
19
日
、
卒
業
式
を
終
え
た
政
策
学
部
一
期

生
が
、
ハ
イ
ア
ッ
ト
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
京
都
に
集
結
し
、
政
策
学

部
同
窓
会
臨
時
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
村
上
太た

い
い
ん胤
校
友
会
長

が
祝
辞
の
中
で
話
さ
れ
た
、「
校
友
会
創
立
115
年
、
卒
業
生

17
万
人
を
擁
す
る
日
本
最
古
の
大
学
、そ
れ
が
龍
谷
大
学
で
す
」

と
い
う
場
面
で
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
ま
き
起
こ
っ
た
。

本願寺津村別院（北御堂）

ザ・リッツ・カールトン大阪

畑中ふうさん

窓
会
入
会
歓
迎
パ
ー
テ
ィ
ー

の
開
催
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

運
営
・
同
窓
会
や
在

校
生
へ
の
活
動
補
助

奨
学
金
給
付
・
定
期

総
会
）が
承
認
さ
れ
、

役
員
の
紹
介
と
、
初

代
同
窓
会
長
と
な
っ

た
田
中
友
悟
さ
ん
が

抱
負
を
語
っ
た
。
臨

時
総
会
の
あ
と
、
赤

松
徹
眞
学
長
と
石
田

徹
政
策
学
部
長
が
祝

辞
を
述
べ
、
同
窓
会

入
会
歓
迎
パ
ー
テ
ィ

ー
へ
と
移
っ
た
。

　
も
と
も
と
政
策
学

部
は
、当
初
か
ら「
オ

ー
ル
政
策
学
部
」
を
合
い
言

葉
に
進
め
ら
れ
、
同
窓
会
も

学
生
と
教
職
員
が
一
体
と
な

っ
て
設
立
さ
れ
て
い
っ
た
経

緯
が
あ
る
。
ま
た
第
一
期
卒

業
生
は
250
人
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
同
窓
会
入
会
歓
迎
パ

ー
テ
ィ
ー
も
和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
中
で
進
め
ら
れ
た
。

役
員
は
以
下
の
通
り
。

〈
政
策
学
部
同
窓
会
役
員
〉

会
長
＝
田
中
友
悟
／
副
会
長

＝
藤
井
勇
也
・
中
島
美
月
／

専
務
理
事
＝
角
本
知
史
／
理

事
＝
松
村
洋
介
・
横
山
愛
・

中
村
保
ノ
佳
／
会
計
＝
高
野

稔
也
・
宮
岸
李
奈
／
監
事
＝

住
吉
祐
紀
・
蔭
山
祐
美

校友会

「
校
友
会 

Ｙｏｕ
Ｔｕ
ｂｅ
」

10
月
９
日
よ
り

毎
週
発
信
！

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

気
」
に
も
繋
が
る
。
社
会
を

良
く
し
て
い
く
力
に
も
繋
が
っ

て
い
く
。単
に「
龍
大
を
卒
業
」

し
た
の
で
は
な
い
、
と
い
う

こ
と
を
感
じ
て
頂
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
ま
ず
は
地
味
に

ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。「
結

構
お
も
し
ろ
い
」「
応
援
す

る
で
」「
続
け
て
や
」
と
い

っ
た
声
を
頂
戴
で
き
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

 
2016年

  3/6（日）

　
15
年
8
月
22
日
、
深
草
キ

ャ
ン
パ
ス
和
顔
館
201
教
室
で

「
学
校
園
教
員
支
部
・
教
龍

会
」
設
立
総

会
が
開
催
さ

れ
た
。
95
年

に
教
壇
で
活

躍
す
る
「
龍

谷
大
学
卒
業

生
の
会
」
と

し
て
発
足

し
、
年
に
１

回
機
関
誌
を
発
刊
、
７
回
に

わ
た
り
総
会
・
実
践
交
流
会

を
開
催
し
て
き
た
。
会
の
更

な
る
発
展

を
考
え
、

校
友
会
職

域
支
部
と

し
て
の
設

立
と
な
っ

た
。
現
在

300
名
の
会

員
（
全
国

の
保
育
所
（
園
）、
幼
稚
園
、

小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学

校
及
び
特
別
支
援
学
校
で
の

勤
務
経
験
の
あ
る
校
友
）で
、

教
育
実
践
の
交
流
と
親
睦
を

深
め
、
気
楽
に
交
流
や
相
談

で
き
る
場
を
提
供
す
る
会
を

目
指
し
て
い
る
。

（
役
員
）
支
部
長
＝
佐
古
田
英
樹

（
文
・
99
年
卒
） 

副
支
部
長
＝

笹
淵
晃
（
法
・
02
年
了
）
監
事

＝
河
原
良
太
（
理
・
12
年
卒
） 

入
会
の
お
問
い
合
わ
せ
は
事
務
局
へ

Email:yamasaki@ad.ryukoku.
ac.jp

　
　
　
　（
担
当
・
山
崎
）

学
校
園
教
員
支
部
「
教
龍
会
」
設
立

教
育
を
通
じ
て
母
校
に
貢
献

佐古田支部長（前列右から二人目）
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本
年
、
龍
谷
大
学
校
友
会

愛
知
県
支
部
は
、
設
立
10
周

年
の
佳
節
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
れ
を
記
念
し
て
、
龍
谷

大
学
「
心
の
講
座
in
愛
知
」

お
よ
び
「
龍
R
o
n
小
町
in

愛
知
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
龍
谷
大
学
「
心
の
講
座
」

は
、
こ
れ

ま
で
京
都

駅
前
の
龍

谷
大
学
響

都
ホ
ー
ル

校
友
会
館

で
連
続
開

催
さ
れ
て

い
ま
す
が
、

今
回
は
愛

知
県
支
部

設
立
10
周

年
の
記
念

事
業
と
し

て
愛
知
で

も
開
催
す

東京支部 設立10周年
築地本願寺本堂で開催

パナソニックグループ支部(紫松会）設立30周年記念
龍谷大学響都ホール校友会館で開催

650名が参加校友会館が満席に
「心の講座」 in 東京「心の講座」 in 京都

心
の
講
座

　
第
１
講
は
鍋
島
直
樹
氏

（
龍
谷
大
学
文
学
部
教
授
）

が
「
亡
き
人
と
共
に
生
き
る

│
東
日
本
大
震
災
の
東
北
を

訪
ね
て
│
」
と
題
し
て
講
演
。

鍋
島
教
授
は
東
日
本
大
震
災

直
後
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
ら

れ
て
い
る
。
ご
自
身
も
95
年

の
阪
神
淡
路
大
震
災
で
被
災

さ
れ
、
そ
の
経
験
か
ら
大
切

な
人
を
亡
く
し
た
悲
し
み
は

愛
情
の
証
で
あ
り
、
悲
し
む

こ
と
が
心
を
癒
す
こ
と
に
繋

が
る
こ
と
、
そ
し
て
現
場
に

行
って
み
て
初
め
て
見
え
て
く

る
知
見
を
尊
重
し
合
う
こ
と

が
大
切
だ
と
話
さ
れ
た
。

　
最
後
は
、
阪
神
淡
路
大
震

災
の
直
後
に
神
戸
の
音
楽
教

師
が
作
詞
作
曲
し
て
、
東
日

本
の
被
災
地
で
も
歌
い
継
が

れ
て
い
る
「
し
あ
わ
せ
運
べ
る

よ
う
に
」
を
聴
講
者
と
一
緒

に
斉
唱
し
た
。

　
第
２
講
は
テ
ノ
ー
ル
歌
手

の
秋
川
雅
史
さ
ん
に
よ
る
ト

ー
ク
と
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
。

　
幼
少
時
代
か
ら
声
楽
を
専

攻
し
歌
手
に
な
っ
た
経
緯
を

話
さ
れ
た
。
い
つ
も
「
夢
」

を
持
ち
、
そ
こ
に
向
か
って
実

現
さ
せ
よ
う
と
す
る
努
力
こ

そ
が
大
切
だ
と
訴
え
た
。

　「
慕
情
」「
津
軽
の
ふ
る
さ

と
」「
千
の
風
に
な
って
」「
翼

を
く
だ
さ
い
」
を
歌
唱
。
美

し
い
歌
声
が
本
堂
いっ
ぱ
い
に

響
き
渡
っ
た
。
最
後
に
は「
恩

徳
讃
」
を
ア
カ
ペ
ラ
で
。
参

加
者
も
いっ
し
ょ
に
斉
唱
し
会

場
が一体
と
な
っ
た
。

校
友
大
会

　「
心
の
講
座
」
に
引
き
続

き
、
築
地
本
願
寺
蓮
華
殿

６
月
７
日
（
日
）、
築
地
本
願

寺
に
て
校
友
会
東
京
支
部
設

立
10
周
年
を
記
念
し
た
「
心

の
講
座
in
東
京
」「
校
友
大
会

in
東
京
」
が
開
催
さ
れ
た
。

に
て
「
校
友
大
会
in
東
京
」

を
開
催
。
約
100
名
の
校
友
が

参
加
し
た
。

　
会
場
入
口
で
は
東
京
支
部

10
周
年
の
歩
み
の
ス
ラ
イ
ド

を
上
映
し
て
、
皆
様
を
お
迎

え
。

　
冒
頭
に
赤
松
学
長
、
村
上

校
友
会
長
か
ら
ご
挨
拶
を
い

た
だ
き
、
メ
イ
ン
の
鏡
開
き

築地本願寺本堂で開催された「心の講座」第 1講

　
１
９
８
６
年
に
恩
師
中
野
照

明
先
生
の
呼
び
か
け
か
ら
早
30

年
、
パ
ナ
ソ
ニッ
ク
グ
ル
ー
プ
支

部
紫
松
会
で
は
、
去
る
６
月
27

日
に
龍
谷
大
学
響
都
ホ
ー
ル

校
友
会
館
に
て
30
周
年
記
念

事
業
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
最
初
に
心
の
講
座
で
は
東
京

大
学
名
誉
教
授
養
老
孟
司
先

生
と
株
式
会
社
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

清
水
卓
智
社
長
に
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
講
座
の
予
約
時
か
ら
申
込
み

が
殺
到
し
、
当
日
は
響
都
ホ
ー

ル
に
補
助
椅
子
を
増
設
し
て
も

立
ち
見
が
出
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ

り
と
な
り
ま
し
た
。
清
水
社

長
か
ら
は
松
下
幸
之
助
氏
の
肉

声
を
交
え
「
素
直
な
心
」
の

大
切
さ
を
お
教
え
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
し
て
養
老
先
生
か
ら

は
「
心
と
向
き
合
う
」
と
い

う
お
題
で
、
笑
い
を
交
え
て
右

に
左
に
と
脳
が
振
り
回
さ
れ
る

よ
う
な
回
転
の
早
い
お
話
で
、

最
後
は
「
後
は
自
分
で
考
え

て
」
と
、
普
段
と
は
違
う
、
と

て
も
楽
し
く
心
地
よ
い
ご
講
演

を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
加
え
て
養
老
先
生
の
著

書
の
サ
イ
ン
即
売
会
も
あ
っ
と

い
う
間
に
売
り
切
れ
と
な
る
な

ど
、
ご
来
場
さ
れ
た
方
々
か
ら

も
数
多
く
の
喜
び
の
声
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
場
所
を
京
都
セ
ン
チ

ュ
リ
ー
ホ
テ
ル
に
移
し
て
、
養

老
先
生
や
清
水
社
長
に
も
ご

参
加
い
た
だ
き
約
40
名
で
懇
親

会
を
開
宴
い
た
し
ま
し
た
。
紫

松
会
は
職
域
支
部
で
あ
る
が

ゆ
え
に
転
勤
な
ど
で
会
員
が
全

国
に
散
ら
ば
って
お
り
ま
す
が
、

今
回
は
遠
く
は
長
野
・
群
馬
・

東
京
な
ど
か
ら
も
懐
か
し
い
顔

を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
初
養
老
先
生
に
は一
言
ご
挨

拶
を
と
お
願
い
し
ま
し
た
ら
本

当
に
「
一
言
」
だ
け
で
降
壇
さ

れ
会
場
は
大
喝
采
と
な
り
ま

し
た
。
次
に
短
期
大
学
部
阪

口
学
部
長
か
ら
龍
大
の
近
況
に

つ
い
て
お
教
え
い
た
だ
き
、
紫

松
会
な
ら
で
は
の
「
ゲ
テ
モ
ノ
・

ビ
ン
ゴ
」
で
も
大
い
に
盛
り
上

が
り
を
み
せ
、
今
回
初
め
て
参

加
さ
れ
た
方
も
含
め
て
全
員
が

楽
し
く
校
友
の
親
交
を
深
め
る

事
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
盛
会

に
際
し
て
絶
大
な
る
ご
支
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
大
学
、
校
友

会
、
他
支
部
の
皆
様
に
厚
く

御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
な
お
今
回
参
加
い
た
だ
い
た

多
く
の
方
が
校
友
の
繋
が
り
の

あ
り
が
た
さ
を
実
感
さ
れ
た
事

と
思
い
ま
す
が
、
紫
松
会
で
は

こ
う
し
た
場
の
提
供
と
し
て
、

春
の
甲
子
園
観
戦
、
秋
の
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
大
会
な
ど
を
支
部
の

枠
を
越
え
て
企
画
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
興
味
あ
る
方
は
ぜ

ひ
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
支
部
長 

友
田
雅
裕
）

懇親会で秋川さんと「東京龍Ron 小
町」のメンバーで記念撮影

PHP研究所代表取締役
清水卓智氏 (80年法卒）

狹川 普文師の講演 西山 厚氏による講演

奈良県支部のみなさん

懇親会の場でも秋川さんの歌声を聴
かせていただきました

　
７
月
26
日
（
日
）、
東 

大

寺
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
内
に

あ
る
金
鐘
ホ
ー
ル
に
て
、
奈

良
県
支
部
設
立
15
周
年
記
念

事
業
が
開
催
さ
れ
た
。

　
午
前
中
は
同
ホ
ー
ル
に
て

総
会
が
行
わ
れ
、そ
の
後「
心

の
講
座
in
奈
良
」
を
開
催
。

　
講
師
に
西
山
厚
氏
（
帝
塚

山
大
学
教
授
・
元
奈
良
国
立

博
物
館
学
芸
部
長
）
と
狹さ

川が
わ

普ふ

文も
ん

師
（
東
大
寺
上
院
院

主
・
東
大
寺
福
祉
事
業
団
理

事
長
・
73
年
文
卒
）
を
お
招

き
し
、
一
般
参
加
者
も
含
め

約
100
名
も
の
聴
講
者
が
来
場

し
た
。

　
西
山
氏
は
「
春
日
大
社
と

春
日
曼
荼
羅
」
と
題
し
て
、

奈
良
仏
教
と
春
日
大
社
の
つ

な
が
り
や
春
日
曼
荼
羅
か
ら

熊
本
県
支
部
設
立
15
周
年

記
念
事
業

「
心
の
講
座
」in
熊
本

で
は
元
気
な
掛
け
声
と
と
も

に
祝
い
酒
が
開
か
れ
た
。

　
最
後
に
緒
方
支
部
長
は

「
支
部
役
員
そ
れ
ぞ
れ
が
担

当
を
全
う
し
て
い
た
だ
き
、

皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
今
日
を

迎
え
ら
れ
た
」
と
感
謝
の
意

を
述
べ
た
。

紫松会 30周年記念事業に集ったみなさん

る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
講
師
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
ご

活
躍
の
、
脳
科
学
者
の
中
野

信
子
先
生
を
お
招
き
し
て
、

記
念
講
演
を
行
い
ま
す
。
こ

の
機
会
に
、
多
く
の
校
友
の

皆
様
の
ご
参
加
を
お
持
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
龍
R
o
n
小
町

in
愛
知
」
は
、
全
国
の
女
子

会
の
皆
様
に
女
子
会
発
祥
の

地
、愛
知
に
お
集
ま
り
頂
き
、

「
龍
R
o
n
小
町
」
総
会
を

行
い
ま
す
。
名
古
屋
名
物
Ｂ

級
グ
ル
メ
も
ご
用
意
し
て
お

り
ま
す
。

　
懇
親
会
で
は
、
思
わ
ぬ
出

会
い
や
、
懐
か
し
い
旧
友
に

再
会
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。「
た
ま
に
は
愛
知
！
」で
、

楽
し
い
ひ
と
時
を
ご
一
緒
に

過
ご
し
ま
せ
ん
か
？
是
非
、

愛
知
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
支
部
長 

伊
藤
芳
樹
）

開催日時：2015年 11月 22日（日）
開催場所：ウインクあいち
11:00 ～ 12:30   「龍 Ron小町」総会＆懇親会（昼食付）
13:30 ～ 15:00　龍谷大学「心の講座」
　　　                　 講師：中野　信子 先生（脳科学者）
16:00 ～　　　    愛知県支部総会
17:15 ～　　　    懇親会（Monsieur ITOH）
参加費無料（要事前申込み）
受付期間：10月 1日（木）～定員になり次第締切
               【定員 300名】
主催：龍谷大学校友会・龍谷大学校友会愛知県支部
後援：中日新聞社
　　　龍谷大学・龍谷大学親和会

◆ プロフィール ◆ 
脳科学者 /医学博士 /認知科学者
横浜市立大学客員准教授 ,
東日本国際大学教授
出身地：東京都 
生年月日：1975年
趣味：現代アート、和装、読書（歴
史、ミステリー）、廃墟を見に行
くこと、香りを楽しむこと
東京大学工学部応用化学科卒業
東京大学大学院工学系研究科修士
課程
2004年東京大学大学院医学系研究科医科学専攻
修士課程修了
2008年東京大学大学院医学系研究科脳神経医学
専攻博士課程修了
◆「正しい恨みの晴らし方」など著書多数
◆「情熱大陸」他TV出演多数

「ホンマでっかTV」などでご活躍の
講師  中野　信子先生

　テーマ：成功する人の習慣  
　　　　　　― チャンスをつかむ方法 ―

～申込方法～
校友会HP トップページより
「心の講座」 in 愛知

奈
良
県
支
部
設
立
15
周
年
記
念
事
業

「
心
の
講
座
」in
奈
良

見
る
本
地
仏
に
つ
い
て
、
狹

川
師
は
「
今
も
続
く
天
平
人

の
願
い
」
と
題
し
、
東
大
寺

の
文
化
財
を
守
り
続
け
る
こ

と
、
東
大
寺
福
祉
事
業
団
が

実
施
さ
れ
て
い
る
事
業
に
つ

い
て
講
演
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
の
懇
親
会
に
は
90

名
を
超
え
る
会
員
が
参
加

し
、
抽
選
会
で
は
南
都
各
寺

の
管
長
や
著
名
僧
侶（
校
友
）

の
色
紙
抽
選
会
が
開
催
さ

れ
、
当
選
者
は
上
野
道
善
支

部
長
（
東
大
寺
長
老
）
と
写

真
撮
影
を
す
る
な
ど
、
終
始

和
や
か
な
時
間
と
な
っ
た
。

　
愛
知
、
三
重
、
北
大
阪
、

広
島
、
九
州
な
ど
遠
方
か
ら

も
他
支
部
の
方
が
応
援
に
駆

け
付
け
、
終
始
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
雰
囲
気
の
中
で
会
も
進

行
し
、
最
後
は
エ
ー
ル
で
締

め
く
く
っ
た
。

　（東
京
支
部
）

龍谷大学校友会設立115周年／愛知県支部設立 10 周年記念事業
龍谷大学「心の講座」in愛知

同日開催：愛知県支部設立１０周年記念式典・愛知県支部総会・龍谷大学校友会女子会「龍Ron小町」総会 in 愛知 

た
だ
い
た
。

　
台
風
15
号
の
影
響
も
あ
り
、

聴
講
者
は
や
や
少
な
か
っ
た
が

大
変
貴
重
な
お
話
に一同
感
銘

を
受
け
た
。

　
午
後
６
時
よ
り
総
会
、
引
き

続
き
懇
親
会
に
移
っ
た
。
総
会

で
は
前
年
度
の
活
動
報
告
が
行

わ
れ
、
広
島
災
害
支
援
金
募

金
、
元
龍
谷
大
学
理
事
澤
田

一
精
氏
の
誕
生
祝
賀
会
、
平

安
高
校
野
球
部
甲
子
園
出
場

の
応
援
広
告
（
熊
本
日
々
新

聞
）
掲
載
の
説
明
、
ま
た
本
年

度
は
毎
年
２
月
第
３
日
曜
開
催

の
「
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
」
への
陸

上
部
部
員
の
参
加
要
請
や
、
端

艇
部
創
部
120
周
年
記
念
への
懇

志
依
頼
、
女
子
柔
道
部
人
吉

合
宿
へ
の
協
力
等
、
熊
本
に

お
け
る
龍
谷
大
学
の
知
名
度

ア
ッ
プ
活
動
の
話
で
盛
り
上

が
っ
た
。

（
事
務
局
長
　
高
千
穂
哲
也
）

　
８
月
27
日
（
木
）
午
後
４
時

か
ら
熊
本
ホ
テ
ル
キ
ャッ
ス
ル
に

て
、
一
般
公
開
講
演
会
「
心
の

講
座
in
熊
本
」
を
開
催
し
た
。

　
第
１
講
は
、
法
相
宗
大
本
山

薬
師
寺
副
住
職
で
校
友
会
会

長
の
村
上
太
胤
師
に
「
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
は

仏
教
伝
来

の
道
」、

　
第
２
講

は
龍
谷
大

学
文
学
部

長
の
入
澤

崇
教
授
に

「
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
の
文

化
遺
産
」

と
題
し
、

講
演
を
い

村
上
太
胤
会
長
に

よ
る
講
演

入
澤
崇
教
授
に
よ
る

講
演

校友会設立115周年記念事業
龍谷大学

「心の講座」
各地で開催
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自
動
車
部
で

　
龍
谷
大
学
の
経
済
学
部
に

入
っ
た
も
の
の
、
学
生
時
代
は

勉
強
そ
っ
ち
の
け
で
、
自
動

車
部
の
〝
部
活
〞
に
は
げ
み

ま
し
た
。
当
時
は
、「
フ
ィ

ギ
ュ
ア
」
と
呼
ば
れ
る
ギ
ア

１
段
と
バッ
ク
の
み
を
使
っ
て
、

車
を
規
定
さ
れ
た
通
り
に
動

か
す
技
術
を
競
う
競
技
や
、

ダ
ー
ト
・
ト
ラ
イ
ア
ル
、
ラ
リ

ー
な
ど
が
中
心
で
し
た
。
関
西

大
会
で
優
勝
し
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
公
道
を
走
る
の
は
当

時
も
今
も
苦
手
で
す
（
笑
）。

ス
イ
ス
に
25
年

　
88
年
の
イ
ギ
リ
ス
語
学
留
学

で
ヨ
ー
ロッ
パ
に
縁
が
で
き
ま
し

た
。
90
年
か
ら
は
ス
イ
ス･

フ

ラ
ン
ス
語
圏
で
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
国
連
の
欧
州
本
部
が
あ
る

ジュ
ネ
ー
ブ
に
は
22
年
住
み
ま
し

た
。
風
光
明
媚
な
国
際
都
市
で

の
生
活
は
楽
し
く
快
適
で
し
た

が
、
本
当
の
ス
イ
ス
を
も
っ
と

知
り
た
く
て
、
２
年
前
か
ら
は
、

ス
イ
ス
北
西
部
の
ヌ
シ
ャ
テ
ル
州

に
移
り
ま
し
た
。
私
は
こ
れ
ま

で
ず
っ
と
フ
ラ
ン
ス
語
圏
に
住
ん

で
い
ま
す
が
、
ス
イ
ス
は
65
％

以
上
が
ド
イ
ツ
語
圏
で
す
。
本

当
の
ス
イ
ス
魂
は
ド
イ
ツ
語
圏
に

麓 

絵
里
さ
ん

海
外
で
活
躍

　
　
　
　
　
す
る
校
友

25年になりますが
魅力は尽きないスイス

こんな環境で暮らしています

ス
イ
ス
で
か
な
え
た
い
夢

　
60
年
（
昭
和
35
）
大
阪
で
生
ま
れ
、
奈
良
育
ち
の
麓
さ
ん
。

83
年
（
昭
和
58
）
に
経
済
学
部
を
卒
業
し
、
イ
ギ
リ
ス
へ
語

学
留
学
、
東
京
の
外
資
系
企
業
を
経
て
ス
イ
ス
で
フ
ラ
ン
ス

語
を
学
ぶ
。
91
年
に
ス
イ
ス
人
と
結
婚
し
て
現
在
、
フ
リ
ー

の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
、
コ
ー
チ
と
し
て
活
躍
中
。
一
昨
年
、

昨
年
に
は
東
海
大
学
政
治
経
済
学
部
経
営
学
科
で
商
品
開

発
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
授
業
で
講
義
を
担
当
。

ス
イ
ス
・
ヌ
シ
ャ
テ
ル
州
在
住

あ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
近
い
う
ち
に
ド
イ
ツ
語
圏

で
の
暮
ら
し
も
経
験
し
た
い
と

思
って
い
ま
す
。 

　
ス
イ
ス
の
良
さ
は
、
あ
り
き

た
り
で
す
が
、
と
に
か
く
美
し

い
国
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
特

に
田
園
風
景
が
素
晴
ら
し
い
。

そ
の
土
地
に
暮
ら
す
人
々
の
愛

着
を
感
じ
ま
す
。

　
ス
イ
ス
に
暮
ら
す
人
々
の
多

様
性
も
大
き
な
魅
力
で
す
。
九

州
ほ
ど
の
大
き
さ
の
国
に 

ス
イ

ス
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
イ

タ
リ
ア
語
、
ロマン
シュ
語
と
４
つ

の
国
語
が
あ
り
ま
す
。
ヨ
ー
ロ

ッパ
各
地
か
ら
の
移
民
も
多
く
、

町
を
歩
け
ば
さ
ま
ざ
ま
な
言
語

が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
多
様
な

人
が
多
様
な
暮
ら
し
方
を
無
理

な
く
し
て
い
る
。
ス
イ
ス
で
の
私

の一番
大
き
な
学
び
は
「A
gree 

to disagree 

違
い
を
受
け
入
れ

る
」
と
言
う
こ
と
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
最
小
の
地
方
自
治
体
が
い
ち

ば
ん
大
き
な
力
を
持
つ
ス
イ
ス

の
政
治
体
制
も
と
て
も
興
味
深

い
で
す
。
連
邦
政
府
は
た
っ
た

７
人
の
閣
僚
に
よ
っ
て
運
営
さ

れ
、
そ
の
7
人
が
毎
年
順
番
に

大
統
領
を
掛
け
持
ち
し
ま
す
。

特
別
な
権
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
ス
イ
ス
に
暮
ら
す
人

の
多
く
は
誰
が
今
年
大
統
領

な
の
か
知
ら
な
い
（
笑
）。
ス

イ
ス
は
咬
め
ば
咬
む
ほ
ど
味

が
出
て
く
る
ス
ル
メ
の
様
な

国
で
す
。
25
年
住
ん
で
も
飽

き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
、
私
は
イ
ギ
リ
ス
の
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
ブ
ル
ッ
ク
ス
大
学
大

学
院
で
コ
ー
チ
ン
グ
の
勉
強
を
し

て
い
ま
す
。
９
月
に
修
士
論
文

を
提
出
す
る
予
定
で
す
。
創
造

性
の
自
信
を
育
て
る
グ
ル
ー
プ･

コ
ー
チ
ン
グ
モ
デ
ル
を
つ
く
って
試

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
月
に一

度
泊
ま
り
が
け
で
大
学
の
講
義

に
出
席
し
た
り
、
課
題
レ
ポ
ー

ト
の
提
出
、
そ
れ
に
修
士
論
文

の
た
め
の
研
究
な
ど
大
変
で
す

が
、
と
て
も
楽
し
い
。
久
し
振

り
の
学
生
生
活
を
満
喫
し
て
い

ま
す
。 

自
分
ら
し
く
生
き
る

　
ス
イ
ス
で
は
証
券
会
社
や
新

聞
社
、
通
訳
、
そ
し
て
数
年
前

ま
で
は
、
製
薬
会
社
で
、
薬
品

開
発
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
13
年
勤
め

ま
し
た
。
快
適
な
生
活
で
し

た
が
、
仕
事
に
意
義
を
感
じ

ら
れ
な
く
な
り
、
思
い
切
っ

て
独
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
先
ど
う
な
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
ど
こ
で
何
を
し
て

も
そ
れ
は
同
じ
こ
と 

。
で
も
、

今
の
私
は
、
誰
の
も
の
で
も

な
い
私
の
人
生
を
生
き
て
い

る
と
言
え
る
。
そ
れ
が
嬉
し

い
で
す
。
願
い
は
世
界
中
を

輝
く
人
で
い
っ
ぱ
い
に
す
る

こ
と
。
自
分
で
考
え
る
力
と
、

そ
の
人
や
チ
ー
ム
独
自
の
創

造
力
を
育
て
る
お
手
伝
い
を

す
る
こ
と
が
私
の
仕
事
で
す
。

夢
を
か
な
え
る
こ
と
が
、
そ

の
ま
ま
社
会
貢
献
に
つ
な
が

り
、
そ
れ
が
誰
に
と
っ
て
も

当
た
り
前
な
社
会
、
そ
ん
な

社
会
づ
く
り
の
一
役
を
担
い

た
い
で
す
。

校友●Who's Who

藤
ふ じ お か

岡春
は る

樹
き

さ
ん

藤岡春樹（ふじおか・はるき）1965 年生
まれ。89 年に文学部仏教学科卒業。90
年㈱光影堂に入社。07年㈱光影堂代表
取締役に就任。09 年㈱光影堂を分社し、
㈱藤岡光影堂取締役就任。13 年㈱藤岡
光影堂代表取締役就任。15 年 4月に京
都美術工芸大学客員教授。文化財（絵画・
書跡）修復の第一人者として、全国各地で
文化財を守り伝える大切さの啓発活動を
展開中。

（株）藤岡光影堂社長
京都美術工芸大学客員教授

―
―
学
生
時
代
は
？

　
音
系
サ
ー
ク
ル
「
黄
色
い
ト

マ
ト
」
に
所
属
し
、
21
代
目

会
長
。
60
年
代
の
イ
ギ
リ
ス
の

音
楽
に
魅
せ
ら
れ
〝
黄
ト
マ
〞

で
は
ロッ
ク
バ
ン
ドT

he T
rips

の
ギ
タ
ー
と
ボ
ー
カ
ル
担
当
で
、

サ
ー
ク
ル
以
外
で
も
バ
ン
ド
を

組
み
（T

he M
am
m
ys

）
京

都
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
の
み
な
ら
ず

東
京
や
大
阪
、
名
古
屋
で
活

動
。
１
９
８
９
年
に
は
Ｔ
Ｂ
Ｓ

の
音
楽
番
組
「
い
か
す
バ
ン
ド

天
国
」
に
出
演
し
ま
し
た
。

―
―
卒
業
し
て
家
業
を
？

祖
父
が
１
９
２
４
年
（
大
正

13
）
に
創
業
し
た
会
社
、
光

影
堂
に
入
社
。
光
影
堂
は
国

指
定
文
化
財
の
絵
画
や

書
跡
の
保
存
修
理
を
行

う
会
社
で
す
。
作
業
は
、

京
都
市
左
京
区
下
鴨
に

あ
る
本
社
工
房
と
、
京

都
国
立
博
物
館
文
化
財

保
存
修
理
所
内
の
工
房

で
行
って
い
ま
し
た
。

　
２
０
０
９
年
に
本
社

工
房
と
修
理
所
工
房
を

分
社
さ
せ
、
藤
岡
光
影

堂
を
設
立
、
２
０
１
３

年
に
光
影
堂
の
代
表
を

後
任
へ
譲
り
、
藤
岡
光
影
堂
の

代
表
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
社
工
房
で
は
、
全
国
各

地
に
あ
る
数
多
く
の
未
指
定

文
化
財
を
お
預
か
り
し
、
保

存
修
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
工

房
の
移
転
を
以
前
よ
り
考
え
、

計
画
か
ら
10
年
の
期
間
を
経

て
、
京
都
市
北
区
上
賀
茂
神

山
に
新
社
屋
を
２
０
１
３
年
に

建
設
。
以
前
の
本
社
工
房
は

木
造
で
、
両
隣
も
木
造
の
民

家
で
し
た
の
で
、
火
事
の
心
配

が
あ
り
ま
し
た
。
現
工
房
は

敷
地
の
周
り
が
国
有
林
で
、
大

き
な
敷
地
の
中
央
に
耐
震
構

造
を
備
え
た
鉄
筋
の
建
物
で

収
蔵
庫
は
24
時
間
空
調
、
重

厚
な
防
犯
シ
ス
テ
ム
、
３
・
11

の
震
災
後
の
工
事
で
し
た
の
で
、

そ
こ
か
ら
の
教
訓
で
、
耐
震
天

井
の
工
法
も
取
り
入
れ
ま
し

た
。
大
切
な
御
宝
物
を
お
預

か
り
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
で
所

有
者
の
方
々
が
安
心
し
て
い
た

だ
け
る
と
思
って
い
ま
す
。

―
―
文
化
財
保
護
を
？

　
地
方
の
表
具
店
で
は
、
目
を

覆
い
た
く
な
る
よ
う
な
修
理
が

日
常
的
に
行
わ
れ
、
様
々
な
と

こ
ろ
か
ら
苦
情
が
聞
こ
え
て
き

ま
す
。
こ
の
現
状
を
何
と
か
し

た
い
、
技
術
の
底
上
げ
が
出
来

な
い
か
と
、
文
化
財
修
理
を
、

漫
画
で
わ
か
り
や
す
く
説
明
し

た
小
冊
子
『
守
る
・
な
お
す
・

伝
え
る
』
を
当
社
で
制
作
し
、

広
く
全
国
で
文
化
財
に
携
わ
る

担
当
者
、社
寺
、宝
物
担
当
者
、

壇
家
、
表
具
師
等
に
配
布
し
、

１
人
で
も
多
く
の
人
が
正
し
い

文
化
財
修
理
に
つい
て
理
解
し
、

１
点
で
も
多
く
の
文
化
財
が
永

く
未
来
に
残
れ
ば
と
強
く
願
っ

て
い
ま
す
。

　
今
後
は
地
方
や
様
々
な
場
所

で
の
講
義
や
実
演
等
も
含
め
文

化
財
の
保
存
活
動
を
推
進
し
て

い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

守る なおす 伝える
文化財（絵画・書跡）修理

の第一人者
87
年
当
時
　
ラ
イ
ブ
の
写
真

本社工房の様子

龍谷大学校友会女子会『龍Ron小町』 楽しく活動していきます楽しく活動しています
ロ ン ロ ン コ マ チ

10 月 17日（土）
京都『龍Ron小町』（京都市支部主催） 

京都の「香老舗松榮堂」匂い香作り体験を開催します。
お子さまもご一緒に参加いただけます。
●日時：10月 17日（土）13：30～ 15：30（13：00受付）
●場所：龍谷大学町屋キャンパス
●申込みについて　校友会HPよりお申し込みください
　（定員になり次第締切とさせていただきます）

「女子会Yoga- 龍 Ron 小町」を開催しました！
女子による女子のためのイベント。参加費は＄5

海外支部『北カリフォルニア支部』
6月 20日（土）

11月 22日（日）
『龍Ron小町 総会』 in 愛知

2014年 5月に発足した「龍Ron小町」の
初めての総会を開催します。

各支部の「龍Ron小町」の活動のご紹介などをいたします。
●スケジュール
　・受付 10：30～・総会 11：00～ 11：30
　・昼食懇親会 11：30～ 12：30
●場所 
　ウインクあいち 〈11F.1107 会議室〉
　〒 450-0002 愛知県名古屋市中村区名駅 4丁目 4-38
　TEL:052-571-6131
●申込みについて 校友会HPよりお申し込みください。
https://www.ryukoku.ac.jp/alumuni/index.php

9 月 15日（火）
東京『龍Ron小町』（東京支部主催） 

スペイン文化を学びながら、
フラメンコの夕べを 開催しました。

●日時：9月 15日（火）
　　　　基本学習 懇親・軽食＆フラメンコショーの観賞
●場所：新宿エルフラメンコ
●当日の様子は 「東京支部」HP・facebookでご紹介しています。

11 月 22日（日）
山口『龍Ron小町』（山口県支部主催） 

「松竹大歌舞伎」観劇＆ランチ親睦会をご一緒に。
●日時：11月 22日（日）
●場所：「ルネッサながと」
●お申込みは定員となったため、締切させていただきました。

2016 年 1月 31日（日）
劇団四季ミュージカル「ライオンキング」を

一緒に鑑賞しませんか？
●日時：2016 年 1月 31日（日） 13 時～
●場所：大阪 四季劇場 
●参加費：女性卒業生 5,000 円（正規料金 9,800 円）
　同伴者 7,000 円 / 小学生以下 3,000 円
　3歳未満 無料（保護者と同席）
●申込みについて
校友会HPよりお申し込みください。
https://www.ryukoku.ac.jp/alumni/index.php
※ 10月 1日より受付開始（定員になり次第締切とさせていただきます）

各支部の「龍Ron小町」の活動のご紹介などをいたします。

　普段なかなか集まる機会のない
女子校友（龍大OB）、また小さな
お子さんがいてゆっくりヨガにい
けない、英語でヨガってよくわか
らない…そんな卒業生が集まり、
楽しいひとときを過ごしました。
　キッズルームも用意したので小

さなお子さまと一緒に参加してい
ただくことができました。
　これからも『龍 Ron 小町』in 
北カリフォルニアの活動を活発化
させて、カリフォルニア在住の卒
業生の輪を広げていきたいです。
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『校友会報』『広報誌「龍谷」』の
デジタル配信について

世界で唯一の𠮷田染工

プロフィール
𠮷田篤生（よしだ・あつお）＝1966
年和歌山市生まれ。91年に法学部
を卒業。石田徹教授（現政策学部長）
ゼミ出身。卒業と共に大阪市内の商
社に入社し、ここで５年間勤務。96
年に𠮷田染工㈱入社し、2001 年に
代表取締役社長に就任。取引先は
三菱レイヨン、クラレ、東洋紡、旭
化成、ユニチカなど。

〝世界へ向けて〟が 合い言葉

経営者登場

𠮷
よ し

田
だ

 篤
あ つ

生
お

さん

　
世
界
で
唯
一の
全
自
動
染
色

シ
ス
テ
ム
を
備
え
る
𠮷
田
染
工
。

社
長
の
𠮷
田
さ
ん
は
、91
年
（
平

成
３
）
法
学
部
卒

𠮷
田
染
工
と
い
う
の
は
、
糸

を
染
め
て
い
る
会
社
で
す
。
繊

維
会
社
や
ア
パ
レ
ル
企
業
か
ら

委
託
を
う
け
た
糸
を
、
化
学

染
料
で
指
定
さ
れ
た
色
に
染

め
る
の
で
す
。

　
染
色
の
完
全
自
動
化
に
踏

み
き
っ
た
の
は
父
（
正
昭
さ
ん
）

で
し
た
。
今
か
ら
20
数
年
前

で
す
。
当
時
、
日
本
は
バ
ブ
ル

景
気
に
わ
い
て
い
て
、
き
つ
い
・

汚
い
・
危
険
の
「
３
Ｋ
」
が
問

題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
染
色

業
界
と
い
う
の
は
昔
か
ら
人
力

に
頼
る
労
働
集
約
型
で
し
た
の

で
、
𠮷
田
染
工
で
は
約
30
億

円
を
投
資
し
て
、
完
全
自
動

化
へ
舵
を
切
り
ま
し
た
。
し
か

し
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
て
そ
れ
以

降
、
追
随
す
る
企
業
が
現
れ

な
か
っ
た
―
―
こ
れ
が
〝
世
界

唯
一〞
の
中
味
な
ん
で
す
。

　
当
社
に
は
全
自
動
の
染
色

釜
が
38
台
あ
り
ま
す
。
こ
の

釜
を
人
間
が
操
作
で
き
る
の

は
、
一
人
で
２
台
か
ら
⒋
台
。

し
か
し
当
社
で
は
38
台
を
24

時
間
、一人
で
操
作
で
き
ま
す
。

す
べ
て
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
制
御

し
て
い
る
か
ら
で
す
。
だ
か
ら

同
じ
色
の
糸
を
大
量
生
産
で

き
ま
す
し
、
も
ち
ろ
ん
小
ロッ

ト
へ
の
対
応
も
問
題
あ
り
ま
せ

ん
。

　
染
色
業
界
で
は
こ
れ
ま
で
、

繰
り
返
し
同
じ
色
で
染
め
上

が
る
こ
と
は
お
か
し
い
と
い
う
、

妙
な〝
常
識
〞が
あ
り
ま
し
た
。

染
め
る
た
び
に
色
が
ブ
レ
る
の

は
当
然
だ
と
い
う
の
で
す
。
そ

の
ブ
レ
を
修
正
す
る
の
が
職
人

の
技
だ
と
主
張
し
ま
す
。
𠮷

田
染
工
は
同
じ
条
件
を
揃
え
、

何
釜
染
色
し
て
も
同
じ
色
に

染
め
上
げ
て
こ
そ
胸
を
張
れ

る
技
術
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
修
正
率
」
と
呼
び
ま
す
が
、

顧
客
が
求
め
る
色
が
一
回
で
出

せ
な
か
っ
た
場
合
、
途
中
で
修

正
し
ま
す
。
普
通
の
企
業
の

修
正
率
は
30
％
か
ら
50
％
、
し

か
し
当
社
は
３
％
で
す
。

　
𠮷
田
染
工
は
48
年
（
昭

23
）
に
和
歌
山
市
内
で
創
業

し
、
72
年
（
昭
47
）
に
貴
志

川
工
業
を
子
会
社
と
し
て
設

立
、
90
年
（
平
成
２
）
に
は

現
在
地
（
紀
の
川
市
貴
志
川

町
）
に
移
し
ま
し
た
。
𠮷
田

染
工
は
糸
を
、
貴
志
川
工
業

で
は
生
地
を
染
色
し
て
い
ま

す
。
約
５
千
坪
の
工
場
敷
地

に
約
120
人
の
従
業
員
が
働
い
て

い
ま
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
訪
れ
た
の
は
、

𠮷
田
さ
ん
が
モ
ン
ゴ
ルへ
の
視
察

の
直
後
だった
。

　
和
歌
山
県
は
県
下
の
企
業

を
海
外
に
進
出
さ
せ
た
い
と
い

う
思
い
が
強
く
、
県
庁
の
ス
タ

ッ
フ
と
私
た
ち
繊
維
関
係
の
企

業
有
志
が
、
４
、５
年
前
か
ら

販
路
を
世
界
に
広
げ
よ
う
と
、

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
和
歌
山
県
の
ニッ
ト
生
産

は
日
本
一な
ん
で
す
よ
。
約
40

％
を
占
め
て
い
る
。
だ
か
ら
こ

そ
「
和
歌
山
ニッ
ト
」
を
ブ
ラ

ン
ド
化
し
て
世
界
に
打
っ
て
出

よ
う
と
。
た
と
え
ば
和
歌
山

県
産
の
生
地
や
繊
維
製
品
を

買
っ
て
も
ら
う
た
め
、
海
外
の

著
名
な
バ
イ
ヤ
ー
を
和
歌
山

に
お
こ
し
い
た
だ
く
取
り
組
み

を
、
官
民
一
体
で
や
っ
て
い
ま

す
。

　
昨
年
は
服
飾
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

コ
シ
ノ
ミ
チ
コ
さ
ん
に
「
和
歌

山
ニッ
ト
」
を
デ
ザ
イ
ン
し
て

い
た
だ
き
、
コ
シ
ノ
さ
ん
の
ロ
ン

ド
ン
の
ス
タ
ジ
オ
を
お
借
り
し
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
開
催
し

ま
し
た
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か

ら
の
引
き
合
い
も
届
い
て
い
ま

す
。

　
当
社
も
糸
や
生
地
の
染
色

の
み
で
し
た
が
、
糸
か
ら
い
き

な
り
ニ
ッ
ト
の
セ
ー
タ
ー
が
出

来
あ
が
る
と
い
う
全
自
動
編

み
機
を
導
入
し
、
自
社
で
製

品
を
つ
く
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
イ
タ
リ
ア
の
フ
ラ
ン
コ

フ
ェ
ラ
ー
ロ
と
い
う
ア
パ
レ
ル
企

業
が
当
社
の
製
品
を
買
い
た
い

と
。
今
年
の
12
月
に
は
イ
タ
リ

ア
の
店
頭
で
、
当
社
の
製
品
が

海
外
デ
ビュ
ー
い
た
し
ま
す
。

　〝
世
界
へ
向
け
て
〞
が
合
い

言
葉
で
す
。

校
友
会
長
名
、
学
長
名
で
祝

電
を
打
ち
ま
す
。
受
付
は
、

校
友
会
事
務
局
ま
で
。

♠
♥
は
校
友
同
士
の
結
婚

　
氏
名
　
　   

卒
年  

式
月
日

　
土
居
　
祐
一 

98 

経
営  

４-

４

　
池
田
　
類
子 

08 

文 

４-

11

　
福
井
　
雄
基 

10 

文 

４-

18

　
山
口
久
美
子 

09 

文 

４-

19

　
笠
　
　
信
純 

01 

文
(了) 

５-

３

♠
鎌
田
　
広
大 

12 

社
会 

５-

16

♥
池
上
亜
耶
奈 

12 

社
会 

　
沖
島
　
岳
志 

07 

文 

5-

17

♠
皿
海
　
一
樹 

11 

法
(了)  

5-

23

♥
山
本
　
紋
子 

12 

法
(了)

　
髙
木
真
寿
美 

06 

経
済 

５-

23

♠
石
川
　
貴
章 

11 

経
営 

5-

31

♥
桑
野
さ
と
み 

09 

文

　
近
藤
　
幸
治 

01 

理
工 

6-

13

　
中
村
　
洋
介 

10 

法 

6-

13

♠
村
上
　
優
樹 

10 

理
工
(了)  

７-

18

♥
石
河
　
綾
香 

10 

理
工

　
近
野
　
哲
史 

09 

社
会 

８-

22

♠
堀
川
　
和
也 

07 

社
会  

９-

５

♥
池
上
　
智
子 

08 

法

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

𠮷田染工社屋

　
27
年
目
の
卒
業
式
。
き
っ
か

け
と
な
っ
た
の
は
、一人
の
卒
業

生
の
切
な
る
願
い
に
よ
る
も
の

だ
っ
た
。

　
１
９
９
６
年
（
平
成
８
）
春
、

校
友
会
主
催
に
よ
る
「
上
海
・

西
安
・
敦
煌
・
北
京
８
日
間
の

旅
」
に
静
岡
か
ら
参
加
し
た
校

友
が
、「
卒
業
式
が
な
か
っ
た
と

い
う
の
は
、
本
当
に
さ
び
し
い
。

シリーズ
龍谷大学の
歴史実証⑩

27
年
目
の
卒
業
式

今
か
ら
で
も
…
」
と
、
同
行
の

校
友
会
役
員
に
打
ち
明
け
た
。

こ
の
校
友
の
声
が
校
友
会
の
理

事
会
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
大
学

の
協
力
を
得
て
「
27
年
目
の

卒
業
式
」
が
実
現
し
た
。

　
１
９
７
２
年
（
昭
和
47
）
２

月
、
深
草
で
の
入
学
試
験
の
警

備
に
あ
た
って
い
た
パ
ト
カ
ー
に

学
生
が
火
炎
瓶
を
投
げ
、
パ

ト
カ
ー
が
炎
上
し
、
警
察
官
が

負
傷
す
る
と
い
う
事
件
が
起
き

た
。
翌
月
に
は
、
学
生
に
よ
っ

て
学
費
値
上
げ
を
阻
止
す
る

全
学
無
期
限
ス
ト
が
行
わ
れ
、

学
内
が
騒
然
と
す
る
中
、
大

学
当
局
は
安
全
に
行
え
な
い

と
、
こ
の
年
の
卒
業
式
を
中
止

し
た
。

　
龍
谷
大
学
の
卒
業
式
の
中
止

は
、
第
２
次
世
界
大
戦
を
除
い

て
、
は
じ
め
て
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
１
９
９
９
年
（
平
成
11
）
６

月
５
日
の
土
曜
日
、
昼
す
ぎ
か

ら
ぞ
く
ぞ
く
と
団
塊
の
世
代
の

校
友
が
、
深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
顕

真
館
に
集
ま
っ
た
。
卒
業
し
て

は
じ
め
て
訪
れ
た
と
い
う
校
友

も
多
い
。

　
72
年
卒
業
生
２
７
１
３
人
の

う
ち
、
477
人
が
参
加
。
同
伴

の
家
族
を
含
め
、
顕
真
館
は

満
杯
と
な
っ
た
。

　
午
後
１
時
半
、
男
声
合
唱

団
の
学
生
に
よ
る
美
し
い
仏
教

讃
歌
が
会
場
に
流
れ
、
卒
業

式
が
は
じ
ま
っ
た
。
最
初
に
上

山
大
峻
学
長
（
当
時
）
が
式

辞
を
述
べ
、佐
々
木
良
さ
ん
（
済

卒
）
が
卒
業
生
を
代
表
し
、

複
製
さ
れ
た
「
昭
和
四
十
八

年
三
月
二
十
日
付
」
の
卒
業
証

書
と
学
位
記
を
、
上
山
学
長

か
ら
受
け
取
っ
た
。
そ
の
瞬
間
、

会
場
に
割
れ
る
よ
う
な
拍
手
が

ま
き
お
こ
っ
た
。
そ
の
あ
と
代

表
し
て
苅
谷
龍
栄
さ
ん（
文
卒
）

に
記
念
品
が
授
与
さ
れ
た
。

　〝
失
わ
れ
た
青
春
〞
に
区
切

り
を
つ
け
、
目
頭
を
押
さ
え
る

校
友
の
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　
会
場
に
は
当
時
の
先
生
が

た
も
多
数
出
席
。
当
時
の
文

学
部
長
の
佐
藤
三
千
雄
先
生
、

経
済
学
部
長
の
吉
田
茂
芳
先

生
、
法
学
部
長
の
小
畑
雄
治

郎
先
生
の
祝
辞
の
あ
と
、
北
山

忠
生
さ
ん
（
営
卒
）
が
答
辞

を
述
べ
、天
津
信
隆
さ
ん
（
法

卒
）
が
記
念
品
の
目
録
を
読

み
上
げ
た
。

　
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
起
こ
っ
た
の

は
、
そ
の
直
後
だ
っ
た
。
一
人

の
〝
卒
業
生
〞
が
母
校
の
た

め
に
と
、
募
金
を
呼
び
か
け

た
。
急
遽
、
段
ボ
ー
ル
箱
が
用

意
さ
れ
、
参
加
者
は
こ
ぞ
っ
て

募
金
に
応
じ
た
。
集
ま
っ
た
の

は
２
４
６
４
０
０
円
と
５
ド
ル
。

後
日
こ
の
募
金
は
、
現
在
使
用

さ
れ
て
い
る
校
友
会
旗
と
、
深

草
図
書
館
東
側
の
記
念
植
樹

に
姿
を
変
え
た
。

　
こ
の
日
は
50
歳
を
迎
え
る

団
塊
の
世
代
の
卒
業
式
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
新
聞
各
社
、
テ

レ
ビ
局
数
社
が
取
材
を
し
た
。

あ
る
テ
レ
ビ
局
で
は
、
特
集
番

組
を
制
作
し
て
「
27
年
目
の

卒
業
式
」
の
詳
細
を
報
道
し

た
。
こ
れ
ほ
ど
多
数
の
メ
デ
ィ

ア
が
深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
に
集
ま
っ

た
の
は
、
開
学
以
来
、
は
じ
め

て
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
卒
業
式
参
加
者

に
配
ら
れ
た
テ
レ

フ
ォ
ン
カ
ー
ド
に
は
、

「
論
争
と
対
立
の

時
代
を
経
た
私
た

ち
は
、
平
和
の
時

代
に
あ
っ
て
も
た
ゆ

ま
ぬ
改
革
と
協
調

へ
の
姿
勢
を
学
び

ま
し
た
。
27
年
目

の
春
を
迎
え
ら
れ
、

ご
卒
業
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
記
さ
れ
て
い
た
。

（
小
林
實
）

なつかしい先生がたも多数出席 上山学長から卒業証書を授与される
佐々木さん

男声合唱団の仏教讃歌と共に

全
学
無
期
限
ス
ト
で
封
鎖
さ
れ
る

深
草
キ
ャ
ン
パ
ス

校
友
会
長
名
、
学
長
名
で

祝
電
を
手
配
い
た
し
ま
す
。

お
申
込
み
は
、
お
電
話
、
メ
ー
ル
、

F
A
X
に
て
、
必
ず
次
の
項
目
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。
受
付
は
挙
式
日
の
１

週
間
前
ま
で
。

氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
卒
業
年
・
卒
業

学
部
※
校
友
同
士
の
結
婚
の
場
合
は
２

名
と
も
・
挙
式
日
時
・
会
場
名
（
フ
リ

ガ
ナ
）
会
場
住
所
・
会
場
電
話
番
号

会
報
に
掲
載
の
可
否

世
界
で
唯一の
全
自
動
染
色
シ
ス
テ
ム

𠮷田染工㈱ 貴志川工業㈱
代表取締役社長

卒業式を終えて
喜ぶ校友

　
現
在
、卒
業
生
の
み
な
さ
ま
へ
は
「
校
友
会
報
」
と
と
も
に
、大
学
の
広
報
誌
「
龍
谷
」

を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　
昨
今
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
デ
ジ
タ
ル
端
末
が
急
速
に
普
及
す
る
中

で
、「
校
友
会
報
」
に
つ
い
て
、
校
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
か
ら
デ
ジ
タ
ル
版
を
ご
覧
い
た

だ
く
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
広
報
誌
「
龍
谷
」
は
「
デ
ジ
タ
ル
ブ
ッ
ク

サ
ー
ビ
ス
」
を
導
入
し
、
各
種
デ
ジ
タ
ル
端
末
で
も
ご
覧
い
た
だ
き
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
今
般
、
卒
業
生
の
み
な
さ
ま
に
、
デ
ジ
タ
ル
で
の
配
信
へ

の
切
り
替
え
の
希
望
を
伺
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
切
り
替
え
を
希
望
さ
れ
た
方
へ
は
、

「
校
友
会
報
﹈、
広
報
誌
「
龍
谷
」
の
送
付
を
停
止
し
、「
校
友
会
報
﹈、
広
報
誌
「
龍
谷
」

発
刊
の
案
内
を
メ
ー
ル
に
て
配
信
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
配
信
へ
の
切
り
替
え
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
同
封
の
ご
案
内
を
参
照
い

た
だ
き
、
葉
書
、
ま
た
は
デ
ジ
タ
ル
版
配
信
申
込
ペ
ー
ジ
に
て
お
手
続
き
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
る
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
活
か
し
て
、
今
ま
で

以
上
に
ご
覧
い
た
だ
き
や
す
い
誌
面
づ
く
り
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
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校　友
最前線

大
学
卒
業
と
共
に
プ
ロ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
世
界
へ
入
っ
た
坂
田
さ
ん
。
毎
年
、

精
力
的
に
各
地
で
個
展
を
開
き
、
11
年
に
は
三
菱
商
事
ア
ー
ト
・
ゲ
ー
ト
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
ト
大
賞
優
秀
賞
受
賞
。
同
年
、
ア
ー
ト
フ
ェ
ア

東
京
に
蔵
丘
洞
画
廊
よ
り
出
展
。
15
年
に
は
坂
田
さ
ん
の
作
品
が
小
学
校
１
・

２
年
生
の
図
画
工
作
の
教
科
書
に
掲
載
。

坂さ
か

田た 

源げ
ん

平ぺ
い

さん

11
年
経
済
学
部
現
代
経
済
学
科
卒

（
辻
田
素
子
ゼ
ミ
）

美
術
作
家

「
な
ん
か
い
い
」
作
品
を
求
め
て

校友からの便り

す
べ
て
は
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に

Ｕ
Ｓ
Ｊ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
公
募
校
長
へ

毎
日
が
「
筋
書
き
の
な
い
ド
ラ
マ
」

大阪市立新高小学校校長

柴
し ば

田
た

清
き よ

志
し

さん
90年経営学部卒

私
は
（
株
）
ユ
ー
・
エ

ス
・
ジ
ェ
イ
（
以
下
Ｕ
Ｓ
Ｊ
）

か
ら
転
職
し
、
こ
の
４
月
よ

り
大
阪
市
の
公
募
校
長
と
し

て
、
淀
川
区
に
あ
る
新
高
小

学
校
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

Ｕ
Ｓ
Ｊ
で
は
テ
ー
マ
パ

ー
ク
内
で
販
売
す
る
お
土
産

商
品
の
開
発
や
、
店
舗
運

営
・
ゲ
ス
ト
満
足
度
向
上
の

仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
利

益
の
獲
得
を
目
指
し
て
施
策

を
企
画
・
実
行
し
て
い
く
こ

と
も
お
も
し
ろ
か
っ
た
の
で

す
が
、
あ
る
と
き
、「
部
下

の
成
長
と
、
チ
ー
ム
が
ひ
と

つ
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
と

き
」
が
、
も
っ
と
も
や
り
が

い
を
感
じ
る
と
気
づ
い
た
の

で
す
。
そ
し
て
人
の
成
長
過

程
に
も
っ
と
も
影
響
を
与
え

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、「
子

ど
も
の
と
き
」
と
い
う
こ
と

も
。
そ
れ
が
小
学
校
の
校
長

先
生
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
動

機
で
し
た
。

　
学
校
経
営
で
大
切
な
こ
と

は
、
二
つ
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
第
一
に
「
子
ど
も
最

優
先
」
で
す
。「
す
べ
て
は

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め

に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
判
断

に
迷
う
と
き
は
、
常
に
こ
の

言
葉
に
立
ち
返
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

　
第
二
は
「
チ
ー
ム
で
学
校

を
運
営
す
る
」
こ
と
で
す
。

　
学
校
に
か
か
わ
る
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
（
利
害
関
係

者
）
は
、
教
職
員
・
保
護
者
・

地
域
の
皆
様
・
役
所
・
教
育

委
員
会
‥
‥
な
ど
数
多
く
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
ひ
と
つ

の
ベ
ク
ト
ル
に
合
わ
せ
て
総

力
を
結
集
す
る
こ
と
が
、
今

求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
、「
人

を
ど
う
活
か
す
の
か
？
」
を

常
に
追
求
し
て
、
学
校
を
運

営
し
て
い
ま
す
。

Ｕ
Ｓ
Ｊ
で
培
っ
た
「
人
」

を
軸
に
し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
、
学
校
現
場
で
も
活
か
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
幸

い
な
こ
と
に
私
は
〝
戦
友
〞

と
も
い
う
べ
き
人
財
（
＝
良

い
教
職
員
）
に
恵
ま
れ
た
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
強
い
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
校
長
の
職
は
、
最
高

にexciting

で
、毎
日
が「
筋

書
き
の
な
い
ド
ラ
マ
」で
す
。

今
、
目
の
前
に
い
る
子
ど
も

た
ち
が
、
未
来
の
日
本
を
担

っ
て
い
く
姿
を
想
像
す
る
だ

け
で
ワ
ク
ワ
ク
し
、
人
生
が

最
高
に
充
実
し
て
い
ま
す
！

│
│
な
ぜ
龍
谷
大
学
へ
？
　

　
実
家
が
清
水
焼
の
窯
元

で
、
伝
統
工
芸
や
美
術
に
興

味
が
あ
り
、
経
済
学
部
に
現

代
経
済
学
科
が
で
き
る
と
知

り
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

通
し
て
京
都
の
伝
統
工
芸
や

地
場
産
業
に
触
れ
、
こ
れ
ら

を
今
ま
で
と
違
っ
た
経
済
学

の
視
点
か
ら
見
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
と
思
い
、
龍
谷

大
学
に
進
学
し
ま
し
た
。

―
―
ど
ん
な
学
生
生
活
を
？

　
辻
田
ゼ
ミ
で
の
活
動
が

何
よ
り
大
き
な
思
い
出
で

す
。
京
友
禅
や
丹
後
ち
り
め

ん
と
い
っ
た
京
都
の
地
場
産

業
を
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
通
し
て
調
査
し
た
の
で
す

が
、
現
地
の
職
人
さ
ん
や
関

係
者
の
方
々
の
「
も
の
づ
く

り
」
に
対
す
る
思
い
と
、
そ

れ
を
自
分
た
ち
の
調
査
を
通

し
て
多
く
の
人
に
発
信
し
、

何
か
可
能
性
を
感
じ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
提
案
が
で
き
な

い
か
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
少

し
で
も
産
業
活
性
化
へ
の
き

っ
か
け
に
な
れ
な
い
か
と
、

今
の
僕
に
と
っ
て
大
き
な
意

味
が
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。

―
―
な
ぜ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に

　
幼
い
頃
か
ら
清
水
焼
の
窯

元
で
育
っ
た
と
い
う
環
境
も

大
き
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

大
学
の
ゼ
ミ
で
調
査
や
発
表

を
行
う
中
で
、「
も
の
づ
く

り
」
に
対
す
る
思
い
が
自
分

の
中
で
大
き
く
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。
学
生
時
代
か
ら
作

品
の
制
作
を
し
て
い
た
の
で

す
が
、
ゼ
ミ
の
先
生
や
仲
間

に
あ
た
た
か
く
見
守
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
ふ
た

つ
が
自
分
の
作
品
を
作
り
た

い
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て

や
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
思

い
を
、
強
く
さ
せ
て
く
れ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
卒
業
さ
れ
て
か
ら
は
？

　
大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
は

プ
ロ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し

て
、
画
廊
で
の
展
覧
会
や
ア

ー
ト
フ
ェ
ア
と
い
っ
た
作
品

発
表
に
向
け
て
の
制
作
を
続

け
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
に
な
り
、

２
０
１
５
年
よ
り
小
学
校

１
・
２
年
生
で
使
わ
れ
る
図

画
工
作
の
教
科
書
に
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
と
し
て
掲
載
し
て
も

ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

―
―
目
指
す
も
の
は
？

　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
常

に
面
白
い
作
品
を
作
る
こ
と

が
、
一
番
の
目
標
で
す
。

　
作
品
の
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ

に
「
な
ん
か
い
い
」
と
い
う

の
が
あ
る
の
で
す
が
、「
な

ん
か
い
い
」
と
い
う
曖
昧
で

言
葉
で
は
言
い
表
せ
な
い
、

で
も
「
な
ん
か
い
い
」
―
―

そ
ん
な
ふ
う
に
思
え
る
作
品

を
作
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。
あ
と
は
、
も
っ

と
た
く
さ
ん
の
方
々
に
作
品

を
見
て
も
ら
い
、
喜
ん
で
も

ら
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
本

当
に
嬉
し
い
で
す
ね
。

新
刊

紹
介

秋季特別展

アンコール・ワットへのみち ほとけたちと神々のほほえみ
２０１５年
10月10日（土）～12月20日（日）

　アンコール・ワットは、カンボジアを代表する世界遺
産のひとつで、12世紀に建造されたアンコール王朝最
大のヒンドゥー教寺院です。その荘厳なたたずまいは、
世界各地から訪れる観光客たちを惹きつけてやみ
ません。
　しかしながら、この寺院を造り上げ、9～ 15 世紀に
かけて隆盛を誇ったアンコール王朝と、その周辺の国々
の歴史や宗教美術の流れについては、日本では広く
知られているとは言えません。そこで今回、龍谷ミュー
ジアムで開催される秋季特別展「アンコール・ワットへ
のみち」から、東南アジアに展開した宗教とその美術
を紹介します。陸上・海上交易を通してもたらされた
様々な文化とともに、大乗仏教、上座仏教、ヒンドゥ
ー教が時代によって複雑に交錯した様子は、寺院遺
跡から出土する神秘的な造形にも反映されています。
本展では、こうした東南アジアの多様性に満ちた世界を感
じていただきたいと思います。

平常展
「仏教の思想と文化 インドから日本へ」
２０１６年１月９日（土）～１月31日（日）
２０１６年３月５日（土）～３月27日（日）

予
　
告

龍谷大学校友会
115周年記念事業
龍谷ミュージアム
無料ご優待券
期日：2016年3月27日（日）まで
（お一人様１回限りご利用いただけます）

※開館スケジュールなどの詳細はホームページで
ご確認ください

第
15
回
校
友
会
賞

　
龍
谷
大
学
校
友
会
で
は
課
外

活
動
や
学
業
分
野
で
顕
著
な
成

績
を
あ
げ
た
学
生
（
個
人・団
体
）

に
対
し
て
表
彰
し
、「
校
友
会
賞
」

を
贈
呈
し
て
い
る
。
第
15
回
と
な

る
「
校
友
会
賞
」
は
、
２
団
体
・

２
個
人
に
贈
呈
さ
れ
た
。

【
団
体
】

マ
ン
ド
リ
ン
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
女
子

【
個
人
】

手
原
　
紳
さ
ん
（
経
営
学
部
３
回

生
・
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
）

下
田

　
菜
都
美
さ
ん
（
経
済
学
部

２
回
生
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
女
子
）

　
マ
ン
ド
リ
ン
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
、

14
年
度
第
３
回
全
日
本
マ
ン
ド
リ

ン
合
奏
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
し
、
銀

賞
を
受
賞
。
事
前
審
査
が
あ
り
、

出
場
自
体
が
難
し
い
本
コ
ン
ク
ー
ル

に
お
い
て
、
大
学
生
が
銀
賞
を
受

賞
す
る
こ
と
は
初
め
て
で
快
挙
で

あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
大
学
行

事
に
も
積
極
的
に
協
力
し
、
大
学

へ
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ

れ
た
。

　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
女
子
は
、
関

西
学
生
リ
ー
グ
に
お
い
て
４
年
８

季
連
続
で
優
勝
。
選
考
委
員
会

後
の
５
月
８
日
の
大
会
に
お
い
て

も
優
勝
し
、
９
季
連
続
の
優
勝
と

な
っ
た
。
ま
た
、
西
日
本
大
会
で

も
団
体
戦
で
優
勝
し
て
お
り
、
全

国
大
会
で
は
惜
し
く
も
準
優
勝
と

な
っ
た
が
、
今
後
、
全
国
大
会
で

の
活
躍
が
十
分
期
待
で
き
る
実
力

を
有
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
個
人
受
賞
し
た
手
原

さ
ん
は
、
14
年
度
の
主
な
大
会
に

お
い
て
２
度
の
セ
ッ
タ
ー
賞
を
受
賞

し
て
い
る
と
共
に
、
関
西
大
学
リ

ー
グ
戦
春
季
リ
ー
グ
準
優
勝
、
秋

季
リ
ー
グ
初
優
勝
と
い
う
男
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
創
部
初
の
戦
績
を

あ
げ
る
中
心
選
手
と
し
て
活
躍
。

ま
た
、
15
年
7
月
に
開
催
の
学
生

の
オ
リ
ン
ピッ
ク
と
さ
れ
る
ユニバ
ー

シ
ア
ー
ド
競
技
大
会
に
選
出
さ
れ

た
。

　
団
体
で
も
受
賞
し
た
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
部
女
子
に
所
属
す
る
下

田
さ
ん
は
、
全
日
本
学
生
選

手
権
に
お
い
て
、
13
年
度
優

勝
、
14
年
は
準
優
勝
、
さ
ら
に

14
年
度
の
世
界
学
生
大
会
で
３

位
に
入
賞
す
る
な
ど
全
国
お
よ

び
世
界
大
会
で
活
躍
し
て
い
る
。

15
年
7
月
に
開
催
の
学
生
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
と
さ
れ
る
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア

ー
ド
競
技
大
会
に
選
出
さ
れ
た
。

手
原
さ
ん
と
共
に
、
日
本
を
代
表

す
る
選
手
と
し
て
、
世
界
の
場
で

今
後
ま
す
ま
す
活
躍
す
る
こ
と

を
期
待
さ
れ
て
い
る
。
受
賞
し
た

団
体
・
個
人
の
皆
さ
ん
に
は
校
友

会
賞
と
副
賞
が
贈
ら
れ
た
。右からマンドリンオーケストラ

代表山口さん、バドミントン部
女子代表翠簾屋さん、下田さん、
手原さん

　
４
月
８
日
（
水
）、
深
草
キ

ャ
ン
パ
ス
４
号
館
５
階
に
お

い
て
「
ふ
る
さ
と
タ
イ
ム
」

が
開
催
さ
れ
た
。

　
今
年
で
８
回
目
を
迎
え
る

「
ふ
る
さ
と
タ
イ
ム
」
は
近
畿

以
外
の
地
方
か
ら
入
学
し
た

新
入
生
を
対
象
に
、
同
郷
出

身
学
生
が
つ
な
が
り
を
広
げ

る
機
会
と
し
て
、
大
学
・
親

和
会
・
校
友
会
の
三
者
共
催

で
実
施
し
て
い
る
。

　
今
年
も
約
300
名
の
学
生
に

加
え
、
地
域
支
部
か
ら
10
名

の
役
員
の
方
お
よ
び
全
国
の

行
政
関
係
者
の
方
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
各
出
身
8
ブ
ロ

ッ
ク
の
部
屋
に
分
か
れ
て
学

生
生
活
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
て
も
ら
っ
た
。

　
卒
業
後
に
U
・
I
タ
ー
ン

を
考
え
て
い
る
学
生
な
ど
は
、

同
郷
の
先
輩
の
お
話
を
伺
う

貴
重
な
機
会
と
な
り
、
こ
れ

を
機
会
に
学
友
の
和
を
広
げ
、

龍
谷
大
学
生
と
し
て
有
縁
の

つ
な
が
り
を
学
び
、
卒
業
後

に
は
地
域
に
根
ざ
す
校
友
会

支
部
等
に
参
加
し
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
タ
イ
ム 

新
入
生
約
300
名
参
加

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
の
た
め
の

ス
ウェー
デ
ン
式

会
計
力
の
レ
ッ
ス
ン

吉
松 

隆（
91
年
文
卒
・
翻
訳
）

　
ス
ウェー
デ
ン
で
開
発
さ
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
・

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
書
籍
化
し
た
一
冊
。

日
々
の
仕
事
に
お
け
る
活
動
が
ど
の
よ
う

に
財
務
諸
表
に
つ
な
が
る
か
を
実
感
で
き

る
の
で
、
会
計
数
値
の
意
味
を
理
解
し
な

が
ら
数
字
の
つ
く
り
方
が
〝
見
え
て
〞
く

る
。
現
代
で
は
、
モ
ノ
の
原
価
よ
り
一
般

管
理
費
や
決
算
書
に
計
上
さ
れ
な
い
〝
見

え
な
い
〞
資
産
が
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
否
を
直

接
的
に
左
右
す
る
。
資
本
主
義
が
終
焉

を
迎
え
て
〝
知
価
社
会
〞
が
到
来
し
た

と
いった
読
み
方
も
で
き
そ
う
だ
。

Ａ
５
判
１
２
０
ペ
ー
ジ
・
デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
ー
・

ト
ゥ
エ
ン
テ
ィ
ワ
ン
・
１
３
０
０
円
＋
税
。

■会期：2015年10月10日（土）～12月20日（日）
　        ※休館日=月曜日（祝日の場合は翌日）
■開館時間：10時00分～17時00分（入館は16:30まで）
■入館料：一般 １，２００（１，０００）円
　           高大生８００（６００）円 小中生 ４００（３００）円
　           ※（　）内は前売り・20名以上の団体料金
■主　催：龍谷大学 龍谷ミュージアム、
              日本経済新聞社、京都新聞
■問い合わせ：龍谷ミュージアム
　TEL：075-351-2500　FAX：075-351-2577
　http://museum.ryukoku.ac.jp/

※校友特典として：左角の「無料ご優待券」を切り取り、受付カウンターにお渡し下さい。３月27日（日）
迄に開催の展覧会がお一人様１回限り、無料で入館できます。（同伴者１名まで）
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各学部同窓会からのお知らせ

  

法
学
部
同
窓
会   

落
語
会
開
催

  
経
営
学
部
同
窓
会   

龍
谷
大
学
校
友
音
楽
祭

全
国
か
ら
36
名
が
集
ま
っ
た
吹
奏
楽

部
OB
・
OG

稲荷マウンティンボーイズ（黄色いトマト）

出演者と経営学部同窓会で記念写真 The Trips（黄色いトマト）

軽音楽部OB会とJazz研究会の現役生とのユニット
Shabby & New

　
６
月
14
日
（
日
）
午
後
２

時
か
ら
響
都
ホ
ー
ル
校
友
会

館
で
、
音
楽
系
サ
ー
ク
ル
４

団
体
に
よ
る
音
楽
祭
を
開
催

し
ま
し
た
。
経
営
学
部
同
窓

会
「
校
友
の
日
」
の
は
じ
め

て
の
催
し
で
す
。

　
出
演
バ
ン
ド
は
、
黄
色
い
ト

　
５
月
17
日
（
日
）
に
、
各
学

部
同
窓
会
の
先
陣
を
き
っ
て
、

卒
業
生
で
あ
る
林
家
染
二
さ
ん

（
87
年
法
卒
）
の
落
語
会
を

法
学
部
同
窓
会
校
友
の
日
と
し

て
開
催
致
し
ま
し
た
。

　
落
語
会
と
し
て
お
り
ま
す

が
、
落
語
を
桂
二
乗
さ
ん
が
一

席
、
染
二
さ
ん
が
二
席
演
じ
ら

れ
た
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
風

流
寄
席
囃
子
と
称
し
て
、
実

際
に
寄
席
で
使
わ
れ
る
鳴
り
物

の
説
明
、
実
演
、
出
囃
子
な

ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
し
た
。

　
落
語
で
は
、
来
場
者
は
皆
笑

い
転
げ
、
普
段
の
ス
ト
レ
ス
を

発
散
し
た
か
の
よ
う
で
し
た
。

ま
た
鳴
り
物
を
使
っ
た
寄
席
囃

子
で
、
落
語
の
ス
ト
ー
リ
を
盛

り
上
げ
る
演
出
の
大
き
さ
に

改
め
て
感
服
し
ま
し
た
。
こ
の

鳴
り
物
を
使
い
実
際
に
２
組
の

親
子
に
舞
台
に
上
が
っ
て
も
ら

い
、
落
語
の
一
節
を
演
じ
て
囃

子
を
実
際
に
体
験
し
て
頂
く
と

い
う
、
と
て
も
楽
し
い
も
の
に

な
り
、
舞
台
に
上
が
っ
た
２
組

の
親
子
だ
け
で
な
く
、
来
場

者
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
落
語
家
が
高
座
に

上
が
る
際
に
使
う
出
囃
子
紹

介
の
場
面
で
は
、
即
興
で
来
場

者
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
も
こ
た
え
、

故
桂
枝
雀
さ
ん
な
ど
の
懐
か
し

い
お
囃
子
も
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。楽
譜
も
無
い
中
で
、

そ
れ
だ
け
の
方
々
の
お
囃
子
が

見
事
に
演
奏
さ
れ
、
皆
、
感
心

し
て
お
り
ま
し
た
。

　
初
め
て
の
事
業
で
あ
っ
た
の

で
準
備
の
面
で
至
ら
ぬ
部
分
等

あ
り
ま
し
た
が
、
お
越
し
く
だ

さ
っ
た
皆
様
方
か
ら
、「
面
白
か

っ
た
」「
落
語
会
を
実
際
に
見

る
の
は
初
め
て
だ
が
楽
し
か
っ

た
」「
ま
た
見
た
い
」
な
ど
の

感
想
を
出
口
で
直
接
聞
か
せ
て

頂
き
、
法
学
部
同
窓
会
役
員

一
同
、
そ
の
言
葉
に
、
ほ
っ
と

い
た
し
ま
し
た
。

　
法
学
部
同
窓
会
は
、
今
回

の
よ
う
な
全
学
部
卒
業
生
に

楽
し
ん
で
頂
け
る
イ
ベ
ン
ト
や
、

法
学
部
卒
業
生
の
集
ま
る
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
今
年
は
、
11
月
１

日
に
「
リ
ユニ
オ
ン
」（
下
記
右

上
参
照
）
を
開
催
い
た
し
ま
す

の
で
、
皆
様
に
ま
た
お
会
い
で

き
る
機
会
を
楽
し
み
に
し
て
お

「
校
友
の
日
」

in 

龍
谷
大
学
響
都
ホ
ー
ル
校
友
会
館

2014年度　校友会 学部同窓会　決算表
2014年度　文学部・短期大学部同窓会　決算

自 2014年 4月１日　至 2015年 3月31日

収 支 計 算 書
収入の部
款 項 科　　目 金　額
1 校友会助成金 5,360
2 会費収入（事業収入含む・校友より受けた収入） 16,500
3 その他収入 (含・預金利息） 305
4 積立金取崩 0
5 前年度繰越金 4,497

合　　計 26,662
支出の部
款 項 科　　目 金　額
1 事業費 16,731 

1 広報費（資料印刷・発送費など） 76 
2 事業開催費（総会・講演料・イベント料・土産・記念品・懇親会などの費用） 16,655 

2 運営費 3,462 
1 通信費（電話・郵便など） 47 
2 旅費交通費（出張費） 532 
3 会合費（役員会など） 712 
4 寄付・援助費 1,770 
5 雑費（慶弔・事務用品費・図書費・振込手数料） 401 

3 積立金繰入 500 
1 積立金（周年事業など） 500

4 次年度繰越金 5,972 
合　　計 26,665 

2014年度　経営学部同窓会　決算
自 2014年 4月１日　至 2015年 3月31日

収 支 計 算 書
収入の部
款 項 科　　目 金　額
1 校友会助成金 9,780
2 会費収入（事業収入含む・校友より受けた収入） 0 
3 その他収入 (含・預金利息） 1
4 前年度繰越金 10,731

合　　計 20,512
支出の部
款 項 科　　目 金　額
1 事業費 5,579

1 広報費（資料等印刷費） 63 
2 事業開催費（新入会員歓迎祝賀会・記念品・保養所運営などの費用） 5,516

2 運営費 2,619
1 通信費（電話・郵便など） 1 
2 旅費交通費（出張費・交通費） 309 
3 会合費（役員会及び各委員会運営費など） 1,122
4 寄付・援助費（奨学助成金・活動支援金など） 290 
5 雑費（慶弔・謝礼・事務用品費・消耗品費など）予備費支出を含む 897

3 次年度繰越金 12,314
合　　計 20,512 

2014年度　経済学部同窓会　決算
自 2014年 4月１日　至 2015年 3月31日

収 支 計 算 書
収入の部
款 項 科　　目 金　額
1 校友会助成金 11,255
2 会費収入（事業収入含む・校友より受けた収入） 0 
3 その他収入 (含・預金利息） 0
4 積立金取崩 0
5 前年度繰越金 8,402

合　　計 19,657
支出の部
款 項 科　　目 金　額
1 事業費 4,624

1 広報費（資料印刷・発送費など） 42 
2 事業開催費（総会・講演料・イベント料・土産・記念品・ 懇親会などの費用） 4,582 

2 運営費 1,128
1 通信費（電話・郵便など） 6 
2 旅費交通費（出張費） 460 
3 会合費（役員会など） 25
4 寄付・援助費 0 
5 雑費（慶弔・事務用品費・図書費・振込手数料） 637 

3 積立金繰入 3,000 
1  

4 次年度繰越金 10,905 
合　　計 19,657

貸 借 対 照 表
資　産　の　部 負　債　の　部

款 項 科　　　　 目 金　額 款 項 科　　　　目 金　額
1 預貯金 162,275 1 未払金（翌年度において支払われるが、今年度の費用） 0

1 普通預金 (銀行名）  162,275 2 前受金（受け取っているが、次年度の会費収入など） 0
2 定期預金 (銀行名） 0 

負　債　合　計 0
積立金・繰越金

1 周年事業積立金 157,778 
2
3
4 次期繰越金 5,972 

積立金・繰越金　合　計 4,497
資　産　合　計 162,275 負債・積立金・繰越金合計 162,275

貸 借 対 照 表
資　産　の　部 負　債　の　部

款 項 科　　　　 目 金　額 款 項 科　　　　目 金　額
1 預貯金 68,282 1 未払金 0

1 普通預金 (三菱東京UFJ銀行 , りそな銀行） 12,314 2 前受金 0
2 定期預金 (三菱東京UFJ銀行 , 三菱東京UFJ信託銀行） 55,968 

負　債　合　計 0
積立金・繰越金

1 長期運営積立金 55,968 
2 次期繰越金 12,314

 

積立金・繰越金　合　計 68,282 
資　産　合　計 68,282 負債・積立金・繰越金合計 68,282 

貸 借 対 照 表
資　産　の　部 負　債　の　部

款 項 科　　　　 目 金　額 款 項 科　　　　目 金　額
1 預貯金 51,618 1 未払金（翌年度において支払われるが、今年度の費用） 0

1 普通預金 8,402 2 前受金（受け取っているが、次年度の会費収入など） 0
2 定期預金 43,216

負　債　合　計 0
積立金・繰越金

1 長期運営積立金 43,216 
2 次期繰越金 8,402

 

積立金・繰越金　合　計 51,618 
資　産　合　計 51.618 負債・積立金・繰越金合計 51,618 

単位：千円

単位：千円

単位：千円単位：千円

単位：千円 単位：千円

2014年度　理工学部同窓会　決算
自 2014年 4月１日　至 2015年 3月31日

収 支 計 算 書
収入の部
款 項 科　　目 金　額
1 校友会助成金 11,080
2 会費収入（事業収入含む・校友より受けた収入）  0
3 その他収入 (含・預金利息） 8
4 積立金取崩 0
5 前年度繰越金 18,397

合　　計 29,485
支出の部
款 項 科　　目 金　額
1 事業費 9,515

1 広報費（資料印刷・発送費など） 130 
2 事業開催費（総会・講演料・イベント料・土産・記念品・懇親会などの費用） 9,385

2 運営費 1,987
1 通信費（電話・郵便など）  0
2 旅費交通費（出張費）  30
3 会合費（役員会など） 118 
4 寄付・援助費（例：女子会などへの支払） 1,799 
5 雑費（慶弔・事務用品費・図書費・振込手数料） 40 

3 積立金繰入  0
1 積立金（周年事業など）  0

4 次年度繰越金 17,983
合　　計 29,485 

2014年度　法学部同窓会　決算
自 2014年 4月１日　至 2015年 3月31日

収 支 計 算 書
収入の部
款 項 科　　目 金　額
1 校友会助成金 8,310
2 会費収入 65
3 その他収入 (含・預金利息） 0
4 積立金取崩 0
5 前年度繰越金 2,828

合　　計 11,203
支出の部
款 項 科　　目 金　額
1 事業費 5,719

1 広報費（ホームページ維持管理） 58 

2 事業開催費（総会、新入会員歓迎祝賀会、卒業記念品、合同同総会リユニオン、
　　　　　　   巡回無料法律相談後援、ゼミ同窓会援助、等） 5,661

2 運営費 1,426 
1 通信費 5 
2 旅費交通費（理事会交通費費、出張旅費等） 442
3 会合費（理事会会議費等） 890 
4 寄付・援助費 0 
5 雑費（慶弔費、事務消耗品費等） 89 

3 積立金繰入 2,700 
1 特別事業積立金（周年事業等） 2,700 

4 次年度繰越金 1,358 
合　　計 11,203 

2014年度　国際文化学部同窓会　決算
自 2014年 4月１日　至 2015年 3月31日

収 支 計 算 書
収入の部
款 項 科　　目 金　額
1 校友会助成金 9,100
2 会費収入（事業収入含む・校友より受けた収入） 27 
3 その他収入 (含・預金利息） 0
4 積立金取崩 0
5 前年度繰越金 72,202

合　　計 81,329
支出の部
款 項 科　　目 金　額
1 事業費 2,461

1 広報費（資料印刷・発送費など）  205
2 事業開催費（総会・講演料・イベント料・土産・記念品・懇親会などの費用） 2,256

2 運営費 903
1 通信費（電話・郵便など） 0
2 旅費交通費（出張費） 292 
3 会合費（役員会など） 349 
4 寄付・援助費（礼：女子会などへの支払） 210 
5 雑費（慶弔・事務用品費・図書費・振込手数料） 52 

3 積立金繰入 0
1 積立金（周年事業など） 0

3 次年度繰越金 77,965
合　　計 81,329

2014年度　社会学部同窓会　決算
自 2014年 4月１日　至 2015年 3月31日

収 支 計 算 書
収入の部
款 項 科　　目 金　額
1 校友会助成金 8,865
2 会費収入（事業収入含む・校友より受けた収入） 2,955 
3 その他収入 (含・預金利息） 5
4 積立金取崩 0
5 前年度繰越金 17,785

合　　計 29,610
支出の部
款 項 科　　目 金　額
1 事業費 7,887

1 広報費（資料印刷・発送費など） 219
2 事業開催費（総会・講演料・イベント料・土産・記念品・懇親会などの費用） 7,668 

2 運営費 480 
1 通信費（電話・郵便など） 0 
2 旅費交通費（出張費） 209 
3 会合費（役員会など） 32
4 寄付・援助費（例：女子会などへの支払） 217
5 雑費（慶弔・事務用品費・図書費・振込手数料） 22 

3 積立金繰入 3,500 
1 特別事業積立金（周年事業など） 3,500 

4 支出調整勘定 －14
5 次年度繰越金 17,757 

合　　計 29,610 

貸 借 対 照 表
資　産　の　部 負　債　の　部

款 項 科　　　　 目 金　額 款 項 科　　　　目 金　額
1 預貯金 47,983 1 未払金（翌年度において支払われるが、今年度の費用） 0

1 普通預金 (銀行名） 17,983 2 前受金（受け取っているが、次年度の会費収入など） 0
2 定期預金 (三菱東京UFJ銀行） 10,000 
定期預金 (りそな銀行）  10,000 負　債　合　計 0
定期預金 (京都銀行） 10,000 積立金・繰越金

1 特別事業積立金 30,000
2
3
4 次期繰越金 17,983

積立金・繰越金　合　計 47,983
資　産　合　計 47,983 負債・積立金・繰越金合計 47,983

貸 借 対 照 表
資　産　の　部 負　債　の　部

款 項 科　　　　 目 金　額 款 項 科　　　　目 金　額
1 預貯金 39,983 1 未払金

1 普通預金 （龍谷大学経理課） 39,981 2 前受金
　　　　 ( 京都銀行） 2 

負　債　合　計
2 定期預金 ( 銀行名）　　　 積立金・繰越金

1 特別事業積立金 38.624
2
3
4 次期繰越金 1,389

積立金・繰越金　合　計 39,983
資　産　合　計 39,983 負債・積立金・繰越金合計 39,983 

貸 借 対 照 表
資　産　の　部 負　債　の　部

款 項 科　　　　 目 金　額 款 項 科　　　　目 金　額
1 預貯金 77,965 1 未払金（翌年度において支払われるが、今年度の費用） 0

1 普通預金（銀行名） 77,965 2 前受金（受け取っているが、次年度の会費収入など） 0
2 定期預金（銀行名） 0 

負　債　合　計 0
積立金・繰越金

1 周年事業積立金 0 
2
3
4 次期繰越金 77,965 

積立金・繰越金　合　計 77,965 
資　産　合　計 77,965 負債・積立金・繰越金合計 77,965 

貸 借 対 照 表
資　産　の　部 負　債　の　部

款 項 科　　　　 目 金　額 款 項 科　　　　目 金　額
1 預貯金 65,125 1 未払金（翌年度において支払われるが、今年度の費用） 14

1 普通預金（京都銀行） 55,109 2 前受金（受け取っているが、次年度の会費収入など） 0
2 定期預金（京都銀行） 10,016 

負　債　合　計 14
積立金・繰越金

1 特別事業積立金 47,367 
2 次期繰越金 17,744

積立金・繰越金　合　計 65,111
資　産　合　計 65,125 負債・積立金・繰越金合計 65,125 

単位：千円 単位：千円

単位：千円

単位：千円

単位：千円

単位：千円

単位：千円単位：千円

自 2014年 4月１日　至 2015年 3月31日 自 2014年 4月１日　至 2015年 3月31日 自 2014年 4月１日　至 2015年 3月31日 自 2014年 4月１日　至 2015年 3月31日

自 2014年 4月１日　至 2015年 3月31日自 2014年 4月１日　至 2015年 3月31日自 2014年 4月１日　至 2015年 3月31日

マ
ト
OB
会
（
稲
荷
マ
ウ
ン
テ
ィ

ン
ボ
ー
イ
ズ
・T

he T
rips

）、

軽
音
楽
部
OB
会
とJazz

研

究
会
の
現
役
生
と
の
ユ
ニッ
ト

Shabby &
 N
ew

、
そ
し
て

吹
奏
楽
部
OB
会
。
全
国
各
地

か
ら
集
ま
っ
た
20
代
か
ら
60

代
の
校
友
52
名
に
よ
る
世
代

を
超
え
た
熱
演
は
迫
力
が
あ

り
、
高
度
な
テ
ク
ニッ
ク
で
観

衆
を
魅
了
。

　
ま
た
、
異
口
同
音
に
音
響

効
果
が
素
晴
ら
し
い
と
絶
賛

す
る
響
都
ホ
ー
ル
の
ス
テ
ー
ジ

で
演
奏
が
出
来
た
と
、
演
奏

者
の
み
な
さ
ん
に
大
変
喜
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
さ

に
龍
谷
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
〝
大
人

の
音
楽
祭
〞
で
す
。
次
回
は

多
く
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

感
動
を
共
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
米
田
禎
孝
）

「
林
家
染
二
独
演
会
」
の
ご
案
内

●
日
程=

15
年
11
月
21

日
（
土
）
昼
の
部
14:

00
開
演

（
13:

30
開
場
）
夜
の
部
：

18:

00
開
演
（
17:

30
開
場
）

●
場
所=

エ
ル
セ
ラ
ー
ン
ホ
ー

ル
・
ホ
テ
ル
エ
ル
セ
ラ
ー
ン
大
阪

５
Ｆ
（
JR
東
西
線
北
新
地
駅
よ

り
徒
歩
５
分
、
JR
大
阪
駅
よ
り

徒
歩
10
分
、
地
下
鉄
四
つ
橋
線

西
梅
田
駅
よ
り
徒
歩
５
分
●
全

席
指
定=

3
，5
0
0
円
（
前

売
・
当
日
同
料
金
）
●
演
目=

林
家
染
二
「
茶
屋
迎
い
」（
染

丸
十
八
番
）「
小
間
物
屋
政
談
」

●
ゲ
ス
ト
　
林
家
染
丸
　
岡
村

渉（
パ
ン
ト
マ
イ
ム
）
昼
：
林

家
花
丸
、
林
家
愛
染

　
夜
：

林
家
菊
丸
、
林
家
染
吉

り
ま
す
。
 

詳
細
は
、
校
友
会
報
　
法

学
部
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

Facebook
等
で
ご
案
内
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

ご
来
場
者
も
舞
台
に
上
が
っ
て
い

た
だ
き
、
即
興
の
手
ほ
ど
き
で
お

囃
子
を
。

●
チ
ケ
ッ
ト
の
お
取
り
扱
い
＆
お
問
合
せ

株
式
会
社S

O
M
E
J
I 

TEL:06-7850-8848
FAX:06-7850-8849
Em
ail:hayashiya@som

ejirakugo.com
 

URL:http//som
ejirakugo.com

■法学部同窓会「第9回リユニオン」
日時：2015年11月1日（日）
17：00～19：00（受付16:30～）
場所：京都ロイヤルホテル＆スパ
〒604-8005 京都市中京区河原町三条上ル
Tel：075-223-1234 
恩師・同窓生との懇談、大抽選会を予定
参加費：1,000円（未就学児無料）
問い合わせ先：詳細はHPでご確認ください

■経営学部同窓会45周年記念ツアー　参加申込受付中
①奈良薬師寺日帰りツアー
　日時：平成27年11月14日(土)14時奈良薬師寺集合
　内容：薬師寺参拝、奈良ホテルでの懇親会
　参加費：5,000円　定員：40名
②京都キャンパス日帰りツアー
　日時：平成27年11月21日(土)11時清和荘集合
　内容：深草町家キャンパスでの茶道体験、清和荘での懇親会
　参加費：3,000円　定員：20名
10月末までの申込みになっておりますが、定員になり次第、
締切となりますので、申込みはお早めにお願いいたします。
※詳細は経営学部同窓会HPでご確認下さい。
http://www.ryukoku.biz/

■社会学部同窓会「卒業生のつどい」
日時：2015年10月24日（土）
13：00～15：00（受付12：30～）
参加費：無料（但し、家族同伴の場合は3,000円お子様は無料）
場所：瀬田学舎RECホールB1Fレストラン
対象：2001（平成13）～2004（平成16）年に卒業された皆さん
問い合わせ先：webmaster@ryukoku-sociology.jp

■理工学部同窓会「ホームカミングデー」
日時：2015年10月24日（土）16：00～
場所：瀬田キャンパス　青志館1F
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兵
庫
県
・
阪
神
支
部
（
仮
称
）

　
阪
神
支
部
（
仮
称
）
の
設

立
に
向
け
て
準
備
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。

　
支
部
の
対
象
地
域
は
、
伊

丹
市
・
川
西
市
・
尼
崎
市
・
西

宮
市
・
芦
屋
市
・
宝
塚
市
・
神

戸
市
。
約
６
０
０
０
名
を
超

え
る
卒
業
生
が
在
住
さ
れ
て
い

る
。
15
年
12
月
設
立
予
定
。

❖ 

支
部
設
立
情
報 

❖

大
阪
・
北
大
阪
支
部
「
花
見
会
」

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
仮
称
）
開
催

佐
賀
県
支
部
（
仮
称
）

混
声
合
唱
団
ラ
ポ
ー
ル

「
50
年
、
そ
の
先
へ
！
」

端
艇
部
120
周
年
記
念
式
典

　
4
月
11
日
（
土
）
東
本

願
寺
別
邸
渉し

ょ
う
せ
い成
園え

ん 

（
通
称 

枳き
こ
く
て
い

殻
亭
）で
開
催
し
ま
し
た
。 

　
桜
散
る
中
、
１
万
坪
の
庭

園
を
散
策
し
、

ろ
う
ふ
う
て
い

風
亭
で
特

製
の
精
進
料
理
を
味
わ
い
、

食
後
に
は
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト

に
世
界
的
に
有
名
な
ハ
ー
モ
ニ

カ
奏
者
の
演
奏
を
聴
き
、
皆

さ
ん
大
満
足
で
し
た
。
当
支

部
の
活
動
は
枠
に
と
ら
わ
れ

ず
、
今
回
34
人
の
参
加
者
の

中
に
は
関
西
学
院
大
学
茨
木

支
部
長
や
徳
島
支
部
の
3
名

の
女
性
が
参
加
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。

　
今
年
も
年
14
回
行
事
を
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
支
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
き
参

加
し
て
下
さ
い
。
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

（
支
部
長
　
堤 

清
貢
） 

　
５
月
23
日
（
土
）
に
本
願

寺
広
島
別
院
大
会
議
室
で
校

友
会
初
の
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
を
当
支
部
が
幹
事
役
と
な

っ
て
開
催
さ
れ
た
。
本
部
よ

り
、
米
田
広
報
部
会
長
を
迎

え
岡
山
県
、
鳥
取
県
、
島
根

県
、
山
口
県
の
代
表
者
ら
が

集
ま
り
近
隣
支
部
と
の
交
流

で
、
共
同
事
業
の
開
催
や
支

部
そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
の
問
題

点
を
話
し
合
っ
た
。

　
意
見
交
換
は
全
国
支
部
長

会
で
し
か
行
わ
れ
ず
、
各
支

部
の
活
性
化
・
女
子
会
や
大

学
・
親
和
会
へ
要
望
な
ど
濃

い
充
実
し
た
会
議
と
な
っ
た
。

　
初
の
試
み
で
あ
る
が
、
今

後
も
定
期
的
に
ブ
ロ
ッ
ク
で

の
開
催
が
で
き
る
よ
う
に
本

部
へ
指
導
を
お
願
い
し
た
。

（
広
島
県
支
部 

支
部
長 

神
鳥  

誠
）

　
７
月
12
日
（
日
）、「
北

海
道
日
本
ハム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
」

（
津
田
敏
一
球
団
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
：
74
年
法
学
部
卒
）
の

校
友
応
援
観
戦
企
画
を
実
施

し
ま
し
た
。
今
年
で
４
年
目

の
校
友
会
企
画
で
す
。

　
今
年
の
観
戦
企
画
は
、

「W
E LOVE HOKKA

IDO

シ
リ
ー
ズ2015

」
対
ラ
イ
オ

ン
ズ
戦
で
し
た
。
当
日
の
フ

ァ
イ
タ
ー
ズ
は
、
北
海
道
ラ
ベ

ン
ダ
ー
カ
ラ
ー
の
限
定
ユ
ニ
フ

ォ
ー
ム
着
用
で
戦
い
ま
し
た
。

我
々
校
友
会
会
員
も
限
定
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
用
し
て
札
幌

ド
ー
ム
４
万
人
の
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
フ
ァ
ン
と
共
に
応
援
し
ま
し

た
。
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が
得
点
す

る
度
に
ビ

ー
ル
が
進

み
楽
し
い

親
睦
の
場

と
な
り
ま

し
た
。
夏

の
北
海
道

は
、
さ
わ

や
か
な
季

節
で
す
。

来
年
は
交

　
８
月
12
日

（
水
）、
マ
ツ

ダ
ス
タ
ジ
ア
ム

で
広
島
東
洋

カ
ー
プ
観
戦

交
流 

会
東
京

ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ

ロ
ー
ズ
戦
を

開
催
し
ま
し

た
。
例
年
は

ス
タ
ン
ド
観

戦
で
す
が
、
本
年
は
ラ
イ
ト

ス
タ
ン
ド
下
の
半
地
下
の
隠

れ
家
的
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
「
ス

ポ
ー
ツ
バ
ー
」
を
貸
切
り
ま

し
た
が
、
40
名
と
多
数
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
飲
食
を

し
な
が
ら
の
観
戦
で
、
校
友

会
員
や
そ
の
家
族
・
知
人
等

と
和
や
か
な
雰
囲
気
で
同
じ

時
間
と
空
間
を
共
に
過
ご
し

ま
し
た
。
結
果
は
カ
ー
プ
の

敗
戦
で
し
た
が
、
そ
れ
に
勝

る
と
も
劣
ら
な
い
新
た
な
友

　
佐
賀
県
在
住
者
約
６
０
０

名
に
対
し
て
佐
賀
県
支
部

（
仮
称
）
設
立
の
お
伺
い
を

送
り
、
佐
賀
龍
谷
学
園
に
卒

業
生
が
数
名
勤
務
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
方
々
を

中
心
に
支
部
設
立
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

２０１５年度　校友会各支部下半期行事予定　※２０１５年８月末現在
日程 支部名 イベント内容 場所

２０１５年

10 月 17日（土） 法曹支部 定時総会・懇親会 深草キャンパス

10月 17日（土） 南カリフォルニア支部 物故会員追悼法要 Gardena　仏教会

10月 18日（日） 大阪・中央支部 第 5回本町音楽祭 大阪市・北御堂津村ホール

10月 24日（土） 校友会・京都市支部 龍谷大学「心の講座」　講師（第一講）三好 芫山氏（第二講）門川 大作氏 京都市・龍谷大学響都ホール　校友会館

10月 24日（土） 寝屋川市役所支部（紫友会）紫友会設立 30周年特別事業 深草キャンパス

10月 25日（日） 大学 ホームカミングデー 瀬田キャンパス

10月31日（土）～11月1日（日） 神奈川県支部 神奈川県支部設立 10周年記念事業「スタディーツアー」 京都市内・深草キャンパス・瀬田キャンパス他

11月 1日（日） 大学 ホームカミングデー 深草キャンパス

11月 1日（日） 校友会本部 校友会総会 深草キャンパス

11月 1日（日） 香川県支部 母校見学ツアー 深草キャンパス

11月 7日（土） 寝屋川市役所支部（紫友会）京都散策 京都市内

11月 13日（金） 校友会・京都支部 特別講座 龍谷大学「心の講座」講師（第一講）水口一夫氏（第二講）片岡愛之助丈 京都市・龍谷大学響都ホール　校友会館

11月 19日（木） ハワイ支部 総会・講演会・懇親会 ホノルル市・未定

11月 22日（日） 校友会・愛知県支部 龍谷大学「心の講座 in 愛知」・龍谷大学女子会「龍Ron 小町」総会 名古屋市・ウインクあいち

11月 22日（日） 愛知県支部 愛知県支部設立 10周年記念事業・総会 名古屋市・ウインクあいち

11月 22日（日） 山口県支部 山口県支部女子会「歌舞伎鑑賞会」 長門市・ルネッサながと

11月 28日（土） 校友会・京都市支部 龍谷大学「心の講座」　講師：（第一講）入澤崇氏（第二講）橘正信師 京都市・龍谷大学響都ホール　校友会館

12月 4日（金） 大阪・北大阪支部 忘年会 茨木市・茨木市役所南館スカイホール

12月 5日（土） 愛知県支部 忘年会 名古屋市・サッポロライオン

12月 12日（土） 大阪・北大阪支部 龍谷大学吹奏楽部定期演奏会鑑賞会 大津市・琵琶湖ホール

12月 19日（土） 神奈川県支部 望年会 未定

２０１６年

1月 17日 ( 日） 大阪・北大阪支部 新年会 茨木市・こがんこ

1月 19日（火） 北カリフォルニア支部 総会・懇親会 バークレー・浄土真宗センター

1月 23日（土） 岡山県支部 新年懇親会 岡山市内・未定

1月末 愛知県支部 新春親睦会 未定

1月末 南カリフォルニア支部 総会・新年会 ガーデナ仏教会会議室・SeaEmpressFood レストラン

2月 6日（土） ぎんなん会 ぎんなん会設立 40周年記念事業 深草キャンパス（予定）

2月 13日（土） 大阪・中央支部 第 7回龍大落語会 大阪市・繁昌亭

3月 5日（土） 校友会本部 全国支部長会 大阪市・シティプラザ大阪

3月 6日（日） 校友会本部 龍谷大学校友会 115周年記念事業　全国校友大会 in 大阪 大阪市・津村別院、リッツ・カールトン大阪

3月 6日（日） 校友会本部 龍谷賞贈呈式 大阪市・リッツ・カールトン大阪

3月中旬 大阪・北大阪支部 春のワイン試飲会 茨木市・ヘレンベルガー ･ホーフ㈱

3月 17日（木） 各学部同窓会 新入会員歓迎祝賀会（文・短・済・営・法・政・国） 各学部により異なります

3月 17日（木） 大学 卒業式 深草キャンパス

3月 18日（金） 各学部同窓会 新入会員歓迎祝賀会（理工・社） 各学部により異なります

3月 18日（金） 大学 卒業式 瀬田キャンパス

3月 19日（土） 各学部同窓会 新入会員歓迎祝賀会（文・済・営・法・政・国各研究科、法科大学院、実践真宗学大学院） 深草キャンパス・22号館地下食堂

3月 19日（土） 大学 修了式 深草キャンパス

3月 27日（日） 兵庫県・神明支部 兵庫県・神明支部設立 10周年記念事業 明石市・明石市民会館大ホール

龍谷大学校友会事務局
TEL075-645-2015

　
７
月
19
日（
日
）、
龍
谷
大

学
深
草
学
舎
に
て
、
龍
谷
大
学

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
創

部
40
周
年
記
念
式
典
並
び
に

記
念
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
OB
を
は
じ
め
、
連
盟
、

大
学
関
係
者
を
含
め
、
150
名

ほ
ど
の
ご
参
加
を
頂
き
、
盛
大

に
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

　
７
月
11
日（
土
）、
創

団
50
周
年
記
念
事
業
と

し
て
、
京
都
コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー
ル
で
演
奏
会
を
開

催
し
ま
し
た
。「
世
代
の

差
を
超
え
て
、〈
ラ
ポ
ー

ル
＝
目
に
見
え
な
い
心

と
心
の
つ
な
が
り
〉
で
美

し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
」
と

い
う
話
を
し
な
が
ら
２

年
越
し
の
準
備
を
経
て

　
７
月
12
日（
日
）、深
草
学
舎

に
て
日
本
拳
法
部
創
部
50
周
年

記
念
式
典・祝
賀
会
が
開
催
さ
れ

た
。大
学
か
ら
は
池
田
副
学
長
、

長
上
学
生
部
長
、校
友
会
か
ら
阪

口
副
会
長
、日
本
拳
法
会
か
ら
茂

野
直
久
会
長
を
は
じ
め
、多
く
の

来
賓
が
駆
け
つ
け
た
。

　
河
原
善
雄
OB（
79
年
文
卒
、真

覚
寺
）を
導
師
に
顕
真
館
に
て
法

た
。
顕
真

館
で
行
わ

れ
た
式
典

で
は
、
重

誓
偈
の
お

勤
め
を
始

め
、
OB
会

長
、
ご
来

賓
の
方
々

よ
り
ご
挨

拶
を
賜

り
、
厳
粛

に
執
り
行

う
こ
と
が

で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
祝
賀
会
に
お
き
ま

し
て
は
、
本
学
吹
奏
楽
部
の
フ

ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
に
始
ま
り
、
学
歌

斉
唱
を
行
い
、
非
常
に
和
や
か

な
雰
囲
気
で
40
周
年
の
歴
史
を

振
り
返
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

当
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
の
締
め
く
く
り
に

は
、
本
山
秀
毅
先
生
の
客
演
指

揮
で
、
木
下
牧
子
作
曲
「
光
は

こ
こ
に
」
を
歌
い
ま
し
た
。
南
は

福
岡
、
北
は
北
海
道
紋
別
市
か

ら
76
名
の
OB
・
OG
が
集
結
、
現

役
団
員
85
名
と
共
に
ス
テ
ー
ジ

に
乗
り
、
感
動
的
な
演
奏
に
な

り
ま
し
た
。
終
演
後

の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は

100
名
以
上
の
OB
・
OG
、

洲
脇
光一先
生
を
は
じ

め
50
年
間
に
お
世
話

に
な
っ
た
元
指
導
者
、

そ
し
て
出
演
者
が一堂

に
会
し
、
大
い
に
語

り
合
い
、
最
後
に
は

年
代
順
に
並
ん
で
全

員
が
手
を
繋
ぎ
、
学

要
を
行
い
、記
念
撮
影
の
後
、22
号

館
に
て
祝
賀
会
を
行
っ
た
。来
賓
、

卒
業
生
、学
生
を
合
わ
せ
て
総
勢

130
名
が
参
加
し
、和
や
か
な
雰
囲

気
の
も
と
、昔
話
に
花
が
咲
き
、

現
役
学
生
と
卒
業
生
の
交
流
が

図
ら
れ
た
。吉
田
達
哉
OB・OG
会
長

流
戦
観
戦
に
合
わ
せ
て
、
ぜ

ひ
北
海
道
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
札
幌
ド
ー
ム
で
の
野
球

観
戦
後
、
美
味
し
い
北
海
道

の
味
覚
と
ビ
ー
ル
を
満
喫
し

ま
せ
ん
か
！
校
友
会
北
海
道

支
部
会
員
が
待
って
い
ま
す
！

（
北
海
道
支
部

　
南
方
宏

幸
・
三
智
子
＝
77
法
卒
）

●
日
時
：
15
年
11
月
22
日（
日
）  

            

16:

00
〜 

●
場
所
：
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア

            

京
都 

（
88
年
営
卒
）は
、「
50
周
年
と
い

う
大
き
な
節
目
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
た
の
も
皆
様
の
ご
支
援
が
あ

って
こ
そ
。今一度
、歴
史
を
見
つ
め

直
し
、現
役
学
生
と
卒
業
生
が
一

体
と
な
って
発
展
で
き
る
よ
う
盛

り
上
げ
た
い
」と
挨
拶
し
た
。

歌
を
合
唱
。「
50
年
、
そ
の
先

へ！
」
を
合
い
言
葉
に
再
会
を
誓

い
合
い
ま
し
た
。
OB
会
と
し
て
は

こ
れ
を
機
に
運
営
体
制
を
再
構

築
し
、
100
周
年
に
向
け
て
現
役

学
生
を
支
え
て
い
き
た
い
と
思
い

を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

花見後に参加者のみなさんと

地域支部からのお知らせ

職域支部からのお知らせ

■ 寝屋川市役所支部設立30周年
    記念事業
日時：2015年10月24日（土）
      14:00～講演会、17:30～懇親会
場所:深草キャンパス
■ ぎんなん会支部設立40周年
    記念事業
日時：2016年2月6日（土）
場所:深草キャンパス（予定）
■ RAS（職業会計人グループ）
　 「研修会」開催
日時：2015年11月1日（日）
       10:00～12:00
場所：深草キャンパス
                      【4号館5階513教室】
この研修会は、近畿税理士会の『研修規
則』に定める36時間研修に該当します。
研修テーマ・開催教室は、１０月以降に、
龍谷大学校友会の当グループ（RAS）ホ
ームページでお知らせします。
「無料税務相談室」の 開設について
日時：2015年11月1日（日）
      15:00～17:00
場所：深草キャンパス21号館内（当日掲
載予定）

■ 神奈川県支部設立10周年記念事業
　 「スタディーツアー」
日時：2015年10月31日（土）
        ～ 11月1日（日）
場所：京都市内・深草キャンパス・瀬田
キャンパス他

■ 兵庫県・神明支部設立10周年
    記念事業
日時：2016年3月27日（日）
       13:00 ～16:00
場所：明石市民会館大ホール

担当：龍谷大学卒業生の税理士（近畿税
理士会所属会員）
予約：原則、事前予約（相談日の2日前まで）
連絡先：尾崎春樹税理士事務所
          TEL 075-645-1601
※税理士には税理士法により守秘義務が
課せられており、将来にわたり相談者の相
談内容を他に洩らすことはありません。
※回答については、原則として口頭によ
る一般的な説明とさせていただきます。
■ 「士業」に携わる卒業生の
　 「交流会・名刺交換会」開催
日時：2015年11月1日（日）　　
      12:30～ (30分程度)
場所：深草キャンパス
                      【4号館5階512号室】
呼びかけ人：法曹支部・職業会計人グ ル
ープ（RAS）
※ご参加希望の方は校友会事務局に10
月23日（金）までにご連絡ください。
TEL：075-645-2015
対象：弁護士（司法試験合格者を含む）、
公認会計士、税理士、司法書士、土地家
屋調査士、不動産鑑定士、社会保険労務
士、中小企業診断士、行政書士、弁理士

北
海
道
支
部

今
年
も
北
海
道
日
本
ハ
ム

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
を
応
援
観
戦

広
島
支
部

ア
メ
フ
ト
部 

創
部
40
周
年

記
念
式
典
・
祝
賀
会

日
本
拳
法
部 

創
部
50
周
年

記
念
式
典
・
祝
賀
会

好
関
係
と
絆
を
深
め
、
皆
さ

ん
の
活
躍
と
、
校
友
の
ご
多

幸
を
願
い
散
会
し
ま
し
た
。

（
支
部
長

　
神
鳥

　
誠
）
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龍
Ｒ
ｏ
ｎ
が
聞
く

「
仏
教
に
学
ぶ
」
泉せ

ん

涌に
ゅ
う

寺じ

は
な
ぜ

皇
室
ゆ
か
り
の
お
寺
な
の
？

　
99
年
（
平
成
11
）
に
社
会
学
部

を
卒
業
し
た
坂さ

か
も
と
け
ん

本
健
さ
ん
。「
在

学
中
か
ら
自
分
に
は
何
が
出
来
る

か
を
考
え
る
機
会
が
あ
っ
た
」
と
、

夏
休
み
の
た
び
に
主
に
ロ
ン
ド
ン
を

拠
点
に
滞
在
、
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ

な
ど
周
辺
各
国
を
巡
る
う
ち
現
地

の
「
食
」
の
楽
し
さ
に
触
発
さ
れ

た
そ
う
。
中
で
も
新
鮮
で
良
質
な

食
材
が
手
に
入
り
、
そ
れ
ら
を
そ

の
地
方
の
伝
統
料
理
に
昇
華
さ
せ

て
い
る
イ
タ
リ
ア
料
理
に
日
本
の
和

食
の
素
材
を
大
切
に
す
る
精
神
と

通
じ
る
も
の
を
感
じ
、
イ
タ
リ
ア
ン

シ
ェフ
の
道
を
選
ぶ
事
に
。
以
前
は

京
都
イ
タ
リ
ア
ン
の
名
店
「
イ
ル
・

ギ
オ
ッ
ト
ー
ネ
」
の
料
理
長
と
し

て
腕
を
振
る
って
い
た
坂
本
シェフ
だ

っ
た
が
「
イ
タ
リ
ア
ン
の
枠
に
と
ら

わ
れ
ず
柔
軟
な
発
想
の
料
理
と
サ

ー
ビ
ス
で
お
客
さ
ま
を
も
て
な
し
た

い
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
独

立
を
決
意
し
た
。

　「
決
し
て
珍
し
い
食
材
を
使
う
わ

け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
な
じ
み
深
い

食
材
が
こ
ん
な
に
お
い
し
く
変
わ
る

の
か
と
い
う
、
あ
る
種
の
感
動
を

提
供
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
畑
に
足
を
運
ん
で
、

農
家
さ
ん
の
食
材
づ
く
り
に
対
す

る
思
い
に
触
れ
る
。
そ
う
す
る
と

自
然
と
調
理
に
か
け
る
『
思
い
』

は
強
く
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
料
理
は

畑
か
ら
始
ま
って
い
る
、

と
感
じ
て
い
ま
す
」

　
穏
や
か
な
表
情
の

中
、
意
志
の
強
い
ま

な
ざ
し
で

語
る
坂
本

シ
ェ
フ
。
そ
の
言
葉
通

り
店
の
雰
囲
気
に
も
強

い
こ
だ
わ
り
が
。「
ね

じ
り
ま
ん
ぼ
」
と
呼
ば

れ
る
謎
め
い
た
工
法
の
レ

ン
ガ
作
り
建
築
を
自
ら

焼
い
た
レ
ン
ガ
で
再
現
、

た
っ
た
一
歩
踏
み
入
れ
た

だ
け
で
非
日
常
の
世
界

に
引
き
込
ま
れ
る
。

　
料
理
に
関
し
て
は
、
ま
ず
は
と

も
か
く
お
店
に
足
を
運
ん
で
ほ
し

い
。
何
し
ろ
オ
ー
プ
ン
か
ら
1
年
も

経
た
ず
し
て
、
今
回
の
取
材
で
ア
ポ

を
取
る
に
も
な
か
な
か
予
約
が
取

れ
な
か
っ
た
人
気
店
な
の
だ
か
ら
。

仏
教
に
学
ぶ

「大慈大悲」
観音さまの心で人生を歩む

真言宗泉涌寺派宗務総長
総本山御寺泉涌寺寺務長

藤田 浩哉

藤
田
浩
哉（
ふ
じ
た
こ
う
さ
い
）70
年
文

学
部
仏
教
学
科
、翌
年
に
高
野
山
専
修
学

院
を
卒
業
。真
言
宗
泉
涌
寺
派
主
事
、泉

涌
寺
派
宗
会
議
員
、06
年
に「
御
寺
泉
涌

寺
を
守
る
会
」事
務
局
長
、08
年
に
真
言

宗
泉
涌
寺
派
宗
務
総
長
、総
本
山
御
寺
泉

涌
寺
寺
務
長
に
就
任
。全
日
本
仏
教
会
代

議
員
、京
都
古
文
化
財
保
存
協
会
理
事
、

龍
谷
大
学
校
友
会
京
都
市
支
部
副
代
表

幹
事
。今
熊
野
観
音
寺
住
職

編
集
後
記

坂本健さん

お
い
し
い
料
理
作
り
は

畑
か
ら
始
ま
っ
て
い
る

イタリアレストラン

cenci
（チェンチ）

龍
谷
大
学
校
友
会
は
、
新

た
な
挑
戦
を
し
ま
す
。

10
月
よ
り
校
友
会
報
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
・
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ

ｏ
ｏ
ｋ
な
ど
、「
見
る
」
だ

け
の
情
報
発
信
に
「
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
」
で
「
聞
く
」
を

加
え
た
動
画
の
配
信
を
し
ま

す
。単

発
で
は
な
く
、
毎
週
１

回
の
定
期
配
信
で
す
。

大
学
同
窓
会
組
織
で
は
、

初
め
て
試
み
で
す
。
こ
の
提

案
を
し
て
下
さ
っ
た
「
畑
中

ふ
う
さ
ん
」
は
当
初
、
ご
自

分
の
ラ
ジ
オ
番
組
で
、
し
か

も
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
深
夜
放

送
で
の
情
報
発
信
を
考
え
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

た
だ
昨
今
、
ラ
ジ
オ
の
リ

ス
ナ
ー
が
減
少
し
て
い
ま

す
。
深
夜
で
し
か
も
エ
リ
ア

も
関
西
圏
だ
け
で
は
、
ど
れ

だ
け
の
情
報
発
信
の
効
果
が

あ
る
か
疑
問
で
し
た
。

ま
た
、
若
い
校
友
に
対
し

て
、
魅
力
あ
る
「
校
友
会
情

報
の
発
信
」
を
考
え
る
と
、

「
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
」
な
ら

Ｐ
Ｃ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
、
い
つ

で
も
ど
こ
で
も
手
が
る
に
ア

ク
セ
ス
が
で
き
ま
す
。
海
外

の
校
友
に
も
毎
週
、
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
ま
す
。

年
２
回
の
み
の
校
友
会
報

や
、
ア
ク
セ
ス
の
少
な
い
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
カ
バ
ー
す
る

の
に
、
広
報
部
会
で
は
最
適

と
考
え
ま
し
た
。

な
お
、
番
組
は
５
〜
6
分

程
度
で
す
が
、
校
友
会
・
各

支
部
・
学
部
同
窓
会
・
OB
会

の
大
き
な
集
ま
り
、
例
え
ば

周
年
事
業
の
案
内
な
ど
も
さ

せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

「
校
友
会
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
と
い
う
位

置
付
け
で
、
手
探
り
で
進
め

て
行
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。（

米
田
）

楊貴妃の菩提を弔うために玄宗皇帝が
つくらせた観音様

　
月が

ち
り
ん輪
大
師
俊し

ゅ
ん
じ
ょ
う

律
師

に
よ
っ
て
開
か
れ
た
泉
涌

寺
は
、
も
と
も
と
禅
の
教

え
を
中
心
に
、天
台・真
言・

浄
土
の
「
四し

し
ゅ
う宗
兼け

ん
が
く学
の
道

場
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　
１
２
４
２
年（
仁
治
３
）、

四
条
天
皇
が
崩
御
さ
れ
た

と
き
、
ご
葬
儀
の
導
師
を

し
た
の
が
泉
涌
寺
の
長
老

で
し
た
。
以
来
、
幕
末
の

孝
明
天
皇
に
至
る
ま
で
、

ほ
と
ん
ど
の
天
皇
・
皇
族

が
た
の
ご
葬
儀
を
お
こ
な

い
、
ご
尊
牌
（
位
牌
）
を

安
置
し
て
き
た
の
が
泉
涌

寺
で
し
た
。「
御
寺
（
み

て
ら
）
泉
涌
寺
」
と
呼
ぶ

由
縁
で
す
。

　
大
半
の
日
本
人
に
は
、
い

わ
ゆ
る
菩
提
寺
が
あ
り
ま

す
ね
。
同
じ
よ
う
に
皇
族

が
た
の
菩
提
寺
が
泉
涌
寺

で
す
。
天
皇
・
皇
族
が
た

が
お
寺
に
お
参
り
さ
れ
る

こ
と
を
「
御ご

視し

察さ
つ

」
と
申

し
ま
す
が
、
全
国
に
数
多

く
あ
る
寺
院
の
中
で
、
唯
一

「
公
式
参
拝
」
さ
れ
る
お

寺
が
、
泉
涌
寺
な
の
で
す
。

練りたてモッツァレラチーズと岐阜県産生ハム

フランス産ビュルゴー鴨の炭火焼き

落ち着いた店内

観
音
さ
ま
の
信
仰

　
泉せ

ん

涌に
ゅ
う

寺じ

に
は
楊
貴
妃
観
音

（
重
文
）
と
い
う
、
と
て
も

美
し
い
観
音
さ
ま
が
お
ら
れ

ま
す
。
中
国
の
安
禄
山
の
戦

い
で
亡
く
な
っ
た
楊
貴
妃
の

菩
提
を
弔
う
た
め
に
、
玄
宗

皇
帝
が
つ
く
ら
せ
た
観
音
さ

ま
で
す
。
こ
の
観
音
さ
ま
は

今
か
ら
８
０
０
年
ほ
ど
前
に
、

泉
涌
寺
開
山
の
月が

ち
り
ん輪

大
師

俊し
ゅ
ん
じ
ょ
うさ
ん
の
お
弟
子
の
湛た

ん
か
い海

さ
ん
が
、
中
国
・
南
宋
か
ら

請
来
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
私
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
こ
の
楊

貴
妃
観
音
さ
ま
に
接
し
て
き

ま
し
た
。
学
校
へ
の
行
き
帰

り
に
、「
行
って
き
ま
す
。
た

だ
い
ま
」
と
挨
拶
し
、
こ
の

観
音
さ
ま
と
共
に
大
き
く
な

っ
た
と
い
う
思
い
が
強
く
あ

り
ま
す
。

　
観
音
さ
ま
の
信
仰
は
、『
観

音
経
』に
も
と
づい
て
い
ま
す
。

中
で
も
『
妙
法
蓮
華
経
観
世

音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五
』

が
も
っ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
こ
に
は
「
も
ろ
も

ろ
の
苦
悩
を
受
け
る
と
き
、

こ
の
観
世
音
菩
薩
の
名
を一心

に
称
え
た
な
ら
、
観
世
音
菩

薩
は
そ
の
声
を
観か

ん

じ
、
皆
に

完
全
な
悟さ

と

り
を
得
さ
せ
る
」

と
あ
り
ま
す
。
ま
た
観
音
さ

ま
は
「
七し

ち
な
ん
そ
く
め
つ

難
即
滅
」、
つ
ま
り

人
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
苦
難
を
、

た
ち
ま
ち
に
消
滅
さ
せ
る
仏

さ
ま
で
す
。
観
音
さ
ま
は
イ

ン
ド
で
誕
生
し
、
中
国
や
朝

鮮
半
島
を
経
て
、
日
本
に
伝

わ
り
ま
し
た
が
、
と
く
に
日

本
で
は
庶
民
信
仰
の
代
表
的

な
仏
さ
ま
と
し
て
花
ひ
ら
き

ま
し
た
。

　
で
は
ど
う
し
て
日
本
で
庶

民
信
仰
の
中
心
的
な
存
在
と

な
り
得
た
か
、
で
す
。
そ
れ

に
は
、
西
国
巡
礼
の
果
た
し

た
役
割
が
大
き
い
と
思
わ
れ

ま
す
。
昔
か
ら
よ
く
「
西

国
巡
礼
、
四
国
遍
路
」
と
言

わ
れ
ま
す
が
、
四
国
遍
路
よ

り
、
33
ヶ
所
の
観
音
霊
場
を

め
ぐ
る
西
国
巡
礼
の
ほ
う
が

歴
史
が
古
く
、
も
う
３
年
ほ

ど
す
れ
ば
千
三
百
年
を
迎
え

ま
す
。

　「
33
」
と
い
う
の
は
、
観
音

さ
ま
が
変へ

ん

化げ

し
て
人
々
を
救

う
33
の
お
姿
に
な
ぞ
ら
え
た

も
の
で
す
。
こ
の
西
国
巡
礼

の
は
じ
ま
り
は
、
長
谷
寺
の

徳と
く
ど
う道
上
人
に
よ
る
も
の
で
す
。

徳
道
上
人
が
お
亡
く
な
り
に

な
って
、
閻え

ん

魔ま

大
王
の
も
と
に

行
か
れ
た
。
し
か
し
、
閻
魔

大
王
か
ら
「
お
前
は
ま
だ
こ

こ
に
来
る
の
は
早
い
。
生
き

か
え
っ
て
33
の
霊
験
あ
ら
た

か
な
観
音
さ
ま
す
べ
て
を
巡

礼
せ
よ
」
と
命
じ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
が
８
世
紀
初
頭
に

は
じ
ま
っ
た
西
国
巡
礼
の
由

来
だ
と
言
わ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
当
時
は
今
ほ
ど
の
巡
礼

の
に
ぎ
わ
い
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
そ
の
２
７
０
年
後
の
こ
と
で

す
。
熊
野
の
那
智
山
に
参さ

ん
ろ
う籠

さ
れ
た
花か

山ざ
ん

法
皇
が
夢
の
中

で
熊
野
権
現
か
ら
、
33
ヶ
所

の
霊
場
を
再
興
す
る
よ
う
に

と
の
託
宣
を
う
け
ら
れ
、
数

人
の
お
坊
さ
ん
と
共
に
33
ヶ

所
を
巡
礼
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

人
々
が
こ
ぞ
って
お
参
り
す
る

よ
う
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
と
く
に
江
戸
時
代

に
入
っ
て
伊
勢
参
り
と
西
国

巡
礼
に
は
通
行
手
形
が
発
行

さ
れ
、
大
ぜ
い
の
人
々
が
お
参

り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ

が
観
音
さ
ま
の
庶
民
信
仰
を

広
げ
た
大
き
な
要
因
だ
と
思

い
ま
す
。

と
も
に
わ
か
ち
合
う

　
観
音
さ
ま
は
「
大だ

い

慈じ

大だ
い

悲ひ

の
仏
さ
ま
」
で
す
。「
慈

悲
」
と
い
う
仏
教
語
に
は
深

い
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
わ
か
り
や
す
く
表
現

す
る
と
「
尽
き
る
こ
と
の
な

い
無
限
の
愛
」
で
し
ょ
う
か
。

「
慈
」
と
い
う
言
葉
は
、
他

の
人
に
利り

益や
く

と
安
楽
を
与

え
る
い
つ
く
し
み
の
心
で
す
。

「
悲
」
は
人
の
苦
難
に
同
情

し
て
、
こ
れ
を
救
済
し
よ
う

と
す
る
思
い
や
り
の
心
で
す
。

さ
き
ほ
ど
も
触
れ
ま
し
た
が
、

ど
の
よ
う
な
境
遇
の
も
と
へ
で

も
、
ど
ん
な
地
の

果
て
ま
で
も
33
の

姿
に
身
を
変
え

ら
れ
て
お
救
い
く

だ
さ
る
の
が
、
観

音
さ
ま
で
す
。
こ

の
観
音
さ
ま
の

お
心
を
ひ
と
こ
と

で
言
え
ば
「
慈

悲
の
心
」
で
し
ょ

う
か
。
そ
し
て

観
音
さ
ま
か
ら
い

た
だ
い
た
ご
利
益

は
、
自
分
だ
け

の
利
益
と
せ
ず
、

今
度
は
自
分
が
観
音
さ
ま
に

な
り
代
わ
って
他
の
人
々
に
利
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■営業時間
[lunch] 12:00-13:30(l.o.)/15:30(close)
[dinner] 18:00-20:00(l.o.)/23:00(close)
定休日／毎週月曜日、不定で日曜日
ランチ 5,000 円、10,000 円
　　　　　　　　　（前日までに要予約）
ディナー 10,000 円
価格は全て税別・サービス料別です。 仏殿（重要文化財）と舎利殿（左奥）

益
を
わ
け
与
え
る
、
す
べ
て

の
人
々
が
共
に
手
を
と
り
合

っ
て
ご
利
益
を
わ
か
ち
合
う

―
―
こ
れ
が
観
音
さ
ま
の
大

い
な
る
慈
悲
の
教
え
で
す
。

　
阪
神
淡
路
大
震
災
や
JR
福

知
山
線
の
列
車
脱
線
事
故
、

最
近
で
は
東
北
大
震
災
な

ど
、
悲
し
い
出
来
事
が
相
次

い
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
と
き
私
た
ち
は
い
っ

た
い
何
が
で
き
る
の
で
し
ょ

う
か
。
や
は
り
、
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
「
観
音
さ
ま
の

心
」
で
も
っ
て
対
処
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

ね
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
「
観
音
さ
ま
の
心
」
を
も

っ
て
人
生
を
歩
む
こ
と
こ
そ

が
、
真
に
安
穏
な
世
の
中
に

導
い
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
お
り
ま
す
。




